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平成２７年白浜町議会第１回定例会 会議録(第４号) 

 

１．開  会 平成 ２７ 年 ３ 月 １３ 日 白浜町議会第１回定例会を白浜町役場 

       議場において １０ 時 ００ 分 開会した。 

 

１．開  議 平成 ２７ 年 ３ 月 １３ 日 １０ 時 ０１ 分 

 

１．閉  議 平成 ２７ 年 ３ 月 １３ 日 １５ 時 ４６ 分 

 

１．延  会 平成 ２７ 年 ３ 月 １３ 日 １５ 時 ４６ 分 

 

１．議員定数 １４名   

 

１．応招及び不応招議員の氏名 

   第１日目のとおり 

 

１．出席及び欠席議員の氏名 

   出席議員 １４名 その議席番号及び氏名は、次のとおりである。 

 

１番  溝 口  耕太郎       ２番  三 倉  健 嗣 
３番  辻    成 紀         ４番  岡 谷  裕 計 

５番  堀      匠        ６番  長 野  莊 一 

７番  水 上  久美子       ８番  楠 本  隆 典 

９番  西 尾  智 朗      １０番  廣 畑  敏 雄 

１１番  古久保  惠 三      １２番  南    勝 弥 

１３番  玉 置    一      １４番  丸 本  安 高  

 

   欠席議員 なし  

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名は、次のとおりである。 
 

事 務 局 長  泉    芳 明    事 務 主 査  田 中  健 介 
 
１．地方自治法第１２１条の規定により、議場に出席した者の職氏名は、次のとおりである。 
 

町    長  井 澗    誠   副 町 長  林    一 勝 
教 育 長  鈴 木     勇   会 計 管 理 者  大 谷  博 美    
富田事務所長              
兼 農 林 水 産 課 長  瀬 見  幸 男   日 置 川 事 務 所 長  青 山  茂 樹 
総 務 課 長   田 井  郁 也   税 務 課 長  髙 田  義 広 



 

 2

民 生 課 長  中 村  貴 子   住民保健課長  三 栖  健 次 
生活環境課長  坂 本  規 生   観 光 課 長  古 守  繁 行 
建 設 課 長  笠 中  康 弘   上下水道課長  堀 本  栄 一 
国体推進課長  廣 畑  康 雄   消 防 長  古 川  泰 造 
教 育 委 員 会             日置川事務所 
教 育 次 長  寺 脇  孝 男    地籍調査室長  中 本  敏 也 
総務課副課長  榎 本  崇 広 

 
１．議事日程 
 

日 程 第 １ 報 告第２号 専決処分の報告について 
日 程 第 ２ 報 告第３号 専決処分の報告について 
日 程 第 ３ 議 案第４号 専決処分の承認について 
日 程 第 ４ 議 案第５号 専決処分の承認について 
日 程 第 ５ 議 案第６号 専決処分の承認について 
日 程 第 ６ 議 案第７号 土地の貸付について 
日 程 第 ７ 議 案第９号 白浜町テニスコートの指定管理者の指定について 
日 程 第 ８ 議案第１０号 白浜町椿地域振興施設椿はなの湯の指定管理者の指定につ 

いて 
日 程 第 ９ 議案第１１号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 
日程第１０ 議案第１２号 白浜町行政手続条例の一部を改正する条例について 
日程第１１ 議案第１３号 白浜町職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例 

について 
日程第１２ 議案第１４号 白浜町各種基金条例の一部を改正する条例について 
日程第１３ 議案第１５号 白浜町報酬及び費用弁償等条例等の一部を改正する条例に 

ついて 
日程第１４ 議案第１６号 白浜町教職員住宅管理条例の一部を改正する条例について 
日程第１５ 議案第１７号 白浜町学童保育所設置条例の一部を改正する条例について 
日程第１６ 議案第１８号 白浜町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の 

制定について 
日程第１７ 議案第１９号 白浜町立幼稚園条例及び白浜町立保育園条例の一部を改正 

する条例について 
日程第１８ 議案第２０号 白浜町保育園保育の実施に関する条例を廃止する条例につ 

いて 
日程第１９ 議案第２１号 白浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 
日程第２０ 議案第２２号 白浜町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運 

営に関する基準を定める条例及び白浜町指定地域密着型介 
護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地 
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的 
な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する 
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条例について 
日程第２１ 議案第２３号 白浜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指 

定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の 
方法に関する基準を定める条例の制定について 

日程第２２ 議案第２４号 白浜町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準 
を定める条例の制定について 

日程第２３ 議案第２５号 白浜町ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改 
正する条例について 

日程第２４ 議案第２６号 白浜町公衆便所条例の一部を改正する条例について 
日程第２５ 議案第２７号 白浜町白浜駅前駐車場条例の制定について 
日程第２６ 議案第２８号 白浜町下水道条例の一部を改正する条例について 
日程第２７ 議案第２９号 白浜町火災予防条例の一部を改正する条例について 
日程第２８ 議案第３０号 白浜町特定用途制限地域内における建築物等の用途の制限 

に関する条例の制定について 
日程第２９ 議案第３１号 平成２６年度白浜町一般会計補正予算（第９号）議定につ 

いて 
日程第３０ 議案第３２号 平成２６年度白浜町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第３号）議定について 
日程第３１ 議案第３３号 平成２６年度白浜町簡易水道事業特別会計補正予算（第３ 

号）議定について 
日程第３２ 議案第３４号 平成２６年度白浜町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議定について 
追 加 日 程 第 ３ ３ 議案第４７号 白浜町教育委員会委員の任命について 
追 加 日 程 第 ３ ４ 議案第４８号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
追 加 日 程 第 ３ ５ 議案第４９号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について 
追 加 日 程 第 ３ ６ 議案第５０号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

                                               

１．会議に付した事件   
 
  日程第１から日程第２９・追加日程第３３から追加日程第３６   
 
１．会議の経過                                
 
○議    長 

皆さん、おはようございます。 

ただいまから、白浜町議会平成２７年第１回定例会４日目を開会いたします。 

日程に入る前に、事務局長から諸報告を行います。 

       番外  事務局長 泉君 

○番    外（事務局長） 

 諸報告を行います。 
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ただいまの出席議員は１４名であります。 

本日の議事日程はお手元に配付しております。 

 本日、休憩中に議会運営委員会の開催をお願いいたします。 
以上で、諸報告を終わります。 

○議    長 

 諸報告が終わりました。 
ご了承のほど、よろしくお願い申し上げます。 
去る３月２日に設置いたしました予算審査特別委員会の委員長に、１３番 玉置 一君、副

委員長に１４番 丸本 安高君と決定しましたので、ご報告いたします。 
これより、本日の会議を開きます。                            

                                          

（１）日程第１ 報告第２号 専決処分の報告について 

 

○議    長 

日程第１ 報告第２号 専決処分の報告についてを議題とします。 
 本案に対する質疑を行います。 
       ６番  長野君 
○６    番 

 事故の関係なんですけれども、前回も言わせていただいたんですけれども、これを見ます

れば、だろう運転、大丈夫だろうというような感じで運転をされておると思うんですけれど

も、その中で、前回も申し上げましたように各課にどのように周知されているのか。そして、

職員の皆さんとのミーティング等々をどのようにされているのか。前回では各周知徹底を図

るふうに聞いておりましたけれども、どのようにされているのか、お聞きしたい。 
そして、この車両については約１カ月ぐらい、そこの駐車場にずっと置いたままになって

いたと思うのですけれども。 
 以上、お聞きしたいと思います。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 各課への周知につきましては、私の名前で各課長に公用車の運転についての安全運転の周

知、それから、朝礼時に、毎朝朝礼しておりますけれども、課長のほうから外に出かける場

合、公用車で運転する場合は十分気をつけるようにと、毎朝朝礼時に職員に訓示するように

ということで、文書を出してございます。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 長野議員のおっしゃっているのは、裏の駐車場のほうにということで、修理をせずに置い

ていたということの件でございますか。走行には特段支障がございませんでしたので、いろ

いろな日程の関係、それから修理工場等との関係で、若干修理のほうがおくれたということ

でございます。 
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○議    長   

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長   

質疑を終結いたします。 
 報告第２号は以上です。 
                                          

（２）日程第２ 報告第３号 専決処分の報告について 

 

○議    長  

日程第２ 報告第３号 専決処分の報告についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長   

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長   

質疑を終結いたします。 
 報告第３号は以上です。 
                                          

（３）日程第３ 議案第４号 専決処分の承認について 

 

○議    長  
日程第３ 議案第４号 専決処分の承認についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 ちょっと関連してですけど、この専決処分、余りにも、私が３月に当選させていただいて、

議員にさせていただいて、今まできますけれども、大概、この議会の席で専決処分が多過ぎ

る。この１年間にどれだけあったのか。 
 それとこの看板。これ、この間、白良浜、一般質問させていただくときに、ちょっと散策

したのですけれども。そのときにも、足湯のところに看板外して連ねて、その上へ三角コー

ンを置いて、そのまま置いたことがあったのです。それをきのう、見に行きましたけど、そ

のときには片付いていましたけれども。あれ、何日ぐらい置かれたのか。あのときは風もか

なり、明くる日ぐらい強かったと思うのです。ああいう行為。あれは道路の際ですので、も

し、こういう事故が起こったときに、観光客ないしは住民に車じゃなしに、物損じゃなしに、

人災になる危険性があるので、ああいうところの行為を仕事を徹底して、やっぱり今、副町

長からの答弁もありましたけれども、やっぱり職員の皆さんに末端まできちっとご指導いた

だけるように。これはお願いです。よろしくお願いします。 
○議    長 
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 専決処分、何件あったのか、ざくっとした感じでもわかりますか。 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 ちょっと手元に資料がございませんので、調べまして報告させていただきます。 
○議    長 

 安全に対する対応についてはどういうお考えでしょうか。 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 議員おっしゃられた看板が、ちょっとどの部分かわかりませんですけど、白良浜周辺とい

うことでしたら。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 足湯の道路側、白良浜の、しらすな。しらすなの足湯。足湯があって、道路があって、歩

道があって、そのちょうど道路際に重ねて置いてました。あれ、５～６枚あったと思うよ。

その上、三角コーンだけの重しなんです。あれでは風が吹いたら飛ぶと思う。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 ありがとうございます。ご指摘の点、ごもっともだと思いますので、そういったところを

細かなところまで配慮したことで今後徹底させていただきます。よろしくお願いします。 
○議    長  

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長  

質疑を終結いたします。討論を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長   

討論を終結します。採決します。お諮りします。 
 議案第４号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長  

異議なしと認めます。 
  したがって、議案第４号は原案のとおり承認されました。 
                                          

（４）日程第４ 議案第５号 専決処分の承認について 

 
○議    長  

日程第４ 議案第５号 専決処分の承認についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 
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（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 

質疑を終結いたします。討論を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長   

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
 議案第５号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第５号は原案のとおり承認されました。 

                                          

（５）日程第５ 議案第６号 専決処分の承認について 

 
○議    長  

日程第５ 議案第６号 専決処分の承認についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       ３番  辻君 
○３    番 

 これで一応、掲示板の飛散ということで、３点目になりますけれども。今後、気をつけな

あかんということの中で、再度ご答弁いただきたいなというふうに思いますけれども。 
○議    長 

       番外  町長 井澗君 
○番    外（町  長） 

 この看板が飛んだということにつきましては、こういった強風の折、あるいは台風とかそ

ういったものにかかわらず、やはり、事前にどこに保管するかということを、まずは総務課

なら総務課で、徹底的に研究して、検討した上で、できれば風の及ばないそういった倉庫と

か、中に、屋内に保管するということを基本としまして、ほんまに今はどんな突風が吹くか

わかりませんし、竜巻が全国で起こっていますので、そういったことも視野に入れて厳重に

注意するように指示したところでございます。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 質問ではないんですけど、今、辻議員もおっしゃったように、結局、同じような専決処分

が３件目ですよね。承認いただけますかということで、承認しているのですけれども、こぞ

って承認しているというような意味合いではないものですから、それだけはご了承いただき

たいと思うわけです、私は。多分、ほかの議員もそういう形であろうかと思うんですけど、
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やっぱりこういう問題が毎回毎回出てくるということが、ものすごく、何と言ったらいいの

か。たるんであると言ったらいいのか、失礼な言い方ですけど。でも、そういう結果が出て

きていることが実際、そういうことなんですから。 
 だから、先ほど、古久保議員もおっしゃっていましたけれども、やっぱり、周知徹底する

というか、もっと緊張感を持って職務に当たっていただきたいなということですから。僕は

この質問というか、このことについてはしばらく言うていなかったんですけれども、３年ぐ

らい前に一度話させて、それから何人かの方が同じようなことをおっしゃっているわけです。

だから、１人だけじゃなしに、議員、皆がそういうことを思っているということを、やっぱ

り、心にとめていただきたいなと思います。 
○議    長 

       番外  町長 井澗君 
○番    外（町  長） 

 おっしゃるとおりでございます。こういったことに関しましては、不可抗力では済まされ

ないと思いますので、やはり緊張感、もっと危機感をもって、職員一丸となって取り組むと

いいますか、対応するべきだというふうに思っておりますので、今回のことを本当に肝に銘

じて、職員とともに今後こういったことのないように、必ず結果の出るようにさせていただ

きます。よろしくお願いします。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 一応、皆さんのご意見もあったのですけれども、私は保険の関係でちょっとお聞きしたい

と思うんです。今の案件についても、町の過失割合が１００％とこうなっております。そう

いう部分で保険ですべて対応されているんだろうと思いますけれども。さきの案件も含めて

ですよ、物損事故やから、そういう部分については保険を掛けられているというふうに思う

のです。 
 交通事故の関係についても、やはり、副町長から話がありましたように、副町長みずから

の各課に対する文書注意を出したということなんですが、各課各幹部の方々は、朝のミーテ

ィングをどのように生かしていくのかと。前にも私、言うたと思うのですけれども。ヒヤリ

ハットの事例集をきちっとやって、これは先ほどの公用車の部分も当たっただけじゃないで

す。引きずったんでしょう。あれ、見たら。あれだけ傷つくということは、やはり、それこ

そ今三倉君が言ったように緊張感に欠けてあると思いますし、保険に入ってあるからという

のじゃなくて、やはり、こういう部分についてのヒヤリハットの部分の朝のミーティングに

おいて、こういうことの事例集を出して、きちっとやっぱり緊張感を持ったやはり指導をし

ていくべきではないかなと。幹部職員の皆さん、ひとつそこは肝に銘じて、やってもらいた

いというふうに思うんです。 
 幾ら上から言うたって、やはり課を取り巻く、まとめていくのは課長さん方ですから、そ

の点も含めて。保険の関係について、ちょっとお聞かせ願いたいと。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 
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 交通事故の場合も、先ほどの看板の場合も保険で補っております。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 定例会終了後、課長会の開催を予定しておりますので、再度、町長、私のほうから課長に、

全職員に周知するよう徹底するように再度、全課長に申し伝えたいと、こういうふうに思い

ます。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 町長、副町長、気を引き締めてということの指令を出すんですけれども、やっぱり各課長

さんが朝のミーティングで、こういう事例に対して、こういうことやから、今後、こうしよ

うなと。こういうようにやっぱりせなんだら、民間会社は朝の朝礼でやっているんです。そ

れも含めて。ほんまに事故が多過ぎる。ここは、ほんまに緊張感が足らんと思います。した

がって課長さん方、必ず朝のミーティングでは、この事例に対して、どこが原因であったの

か、やはり、そこらも含めてやはりヒヤリハットの事例集を出して、きちっと安全運転につ

いての啓発をしてもらいたいと思います。回答は結構ですけれども。 
 保険の対応も含めてですよ、恐らく、こういう事故でもそうですけれども、交通事故でも

そうですけれども、やはり件数がふえてきたら、保険料も高くなってくるのと違うかなと、

こういう危惧をするんですよ。その点についてはいかがですか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 保険が高くなるということはないと認識しております。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 くどいようなんですけど、その事故を起こしたら、結局、前向きの仕事じゃなしに、後向

きの仕事がふえるということですよね。ほんで、事故を起こしたときには１人だけじゃなし

に、絶対、その担当の係というのもあるわけですよね。係もそのほかの仕事プラスそういう

仕事がふえるということになりますよね。今回そういうことで、またくどいようになるんで

すけど、こういうような報告をするということは、要するにそういうことに、対策に対して、

これだけの人が要らん時間を使いやるということになるわけですよね。やっぱり、そういう

ことも肝に銘じた中で、やっぱり取り組んでいただきたいなと思ったりします。 
○議    長 

緊張感を持って、各課に当たっては安全啓発等を含めてよろしくお願いいたします。 
質疑を閉じることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

質疑を終結いたします。討論を行います。 
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（なしの声あり） 
○議    長   

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
 議案第６号は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長  

異議なしと認めます。 
  したがって、議案第６号は原案のとおり承認されました。 
                                          

（６）日程第６ 議案第７号 土地の貸付について 

 

○議    長 
日程第６ 議案第７号 土地の貸付についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 大分貸し付けしてから何十年と使っていただいている。そして中途でまた貸付坪数がふえ

ている状況なんですが、この地図を見ていますと、非常に虫食いの中でいろいろと土地が分

散しておる。白浜町が貸し付けている土地がまばらに分散しとるんです。全体の中で。ここ

は白浜開発が持っている土地であり、この地図を見てもろたらようわかるんやけれども、同

僚議員とも話をしておったのですが、これ、一本化するというような、ひとつ、経費的には

要るのですけれども、集約する、等価交換等、そういった考えはないのでしょうか。非常に

まとまったほうが、使い勝手。別にそこを造成するとか、そういう意味じゃないんですけれ

ども。わかりやすい。今後、そういうふうな方向で検討するとか、そういう考えはないです

か。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 今の玉置議員からのご質問なんですけれども、やはり、これ、民間の土地が中に入ってい

るということで、これを町が例えば買収する。そういう、今のところそういう考え方は持っ

てございません。おっしゃるように、全地を町有地にするほうが、最終的な、将来的なこと

を考えたら、そういうことも余りちょっと、ここでは言えませんけれども、全体を町有地に

するほうが、最終、どういうふうになるかわかりませんけれども、処分なり、そういうとき

が来たらですけど、一番やりやすいかもわかりませんが、現在のところはそういう考えは持

ってございません。 
○議    長 

       １２番  南君 
○１２   番 

 関連です。 
 以前、アドベンチャーワールドの土地と町有地と交換したこともございますし、この貸し
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付けの位置を見たら、買収というより、交換ですわね。お互いウィンウィンの関係にやりや

すいようにも思うんですけれども。まして、全然関係のないところでもございませんので、

町も株主の１人ですし、今、両者とも良好な関係にあると思うんですけれども、話し合いが

しやすい状況やと思います。今の今じゃなしに、ここ何年かの間に、お互い話し合って１つ

に固めるというのですか、そういう交換の方法もあると思うんですけれども、その点どうで

すか。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 今、南議員からのご意見ですが、一応、管財課のほうと検討を一度させていただきます。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 これは質問でもないんですけれども、これだけ地価価格が下がっていく中で、３カ年契約

でこれだけ、現契約から１７７万２，１９９円下がっております。今後ゴルフ人口がどのよ

うになってくるということは、やはり、この民間会社の経営手腕にかかわってくると思いま

す。そうした中で、３月３１日をもって、ビーチゴルフが閉まると、こういう話も聞いてお

りますが、やはり今後のゴルフ利用税もうちには入ってきますので、そういう部分ではます

ますの経営努力をした上で、頑張ってもらいたいというふうに思います。 
 したがって、この案については、減額については、この地価が下がっていくという部分に

ついては、致し方がないかなと。これは今、南議員が言われたように、アドベンチャーにも

かかわってくるというふうに思いますので、そういう部分では町の財政も含めて、こういう

見直しについてはやはり、何らかの格好で収益につながるような方策を相手の会社方とも検

討してもらえたらありがたいと思います。これは要望にとめておきます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長  
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
  議案第７号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（７）日程第７ 議案第９号 白浜町テニスコートの指定管理者の指定について 
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○議    長 
日程第７ 議案第９号 白浜町テニスコートの指定管理者の指定についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第９号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（８）日程第８ 議案第１０号 白浜町椿地域振興施設椿はなの湯の指定管理者の指定につ 

いて 

 
○議    長 

日程第８ 議案第１０号 白浜町椿地域振興施設椿はなの湯の指定管理者の指定について

を議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １番  溝口君 
○１    番 

 参考までに、もし今数字がわかっておれば、もし発表できるのでありましたら、発表して

いただきたいと思います。この椿はなの湯さん、地元の方々含めて一生懸命、管理等含めて、

そしてまた、集客に対して常日頃非常に頑張っていただいておりまして、私も釣りもよくす

るんですけれども、釣りのお客様も、よく椿はなの湯に入って、それで疲れを落として自分

のところの家に帰るんやと、かなり遠方のお客様でありますけれども。 
 そういう中で、経営的には、詳しいところまで報告を受けておりませんけれども、多分、

今のところでお聞きしましたら、ある程度順調にいっているとお聞きしとるのですけれども、

一応、経常収支的にはずっと大体どんなものであるのか。細かい数字は結構でございますけ

れども、おおむね、何とか黒字をしているとか。若干赤字っぽいというのか、少し損益分岐

点をちょっと下回っているとか、そんな大ざっぱで結構でございますので、もし今この場で

言えるのでございましたら、参考に発表していただけたらと思うのですけれども、どうであ

りますか。 
○議    長 
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       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 決算の資料ですけれども、平成２２年度には黒字でございまして、２３年度には少し赤字

になりまして、２４年度にまたちょっと黒字になりまして、２５年度は黒字になっておりま

す。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
  議案第１０号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１０号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（９）日程第９ 議案第１１号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

 
○議    長 

日程第９ 議案第１１号 白浜町手数料徴収条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 この条例については、いささかも反対するものではございませんけれども。一般質問の中

でも鳥獣害被害に対する取り組みについては、十分されているとは思うんですけれども、や

はり、参考資料の３９ページを参考にいたしますと、この鳥獣保護法及び管理及び指導の適

正という法律の関係で、やはり今、現実に狩猟免許を持っている方が減ってきているという

現状がございます。そういう部分で、以前には町の職員がワナの免許をとる、一般の人もと

るというような方策で鳥獣被害に対する対策を立てたのです。けれども、今後、狩猟免許の

保持者が少なくなっている中において、私もきのう裏の畑にサルが入られて、きのう日の暮

れまでじっくりかかって、網を修理したんです。 
 こういう部分については、抜本的に何か解決策、方法をやはり県とも協議した上で、町と

してもやっぱり、狩猟免許者の取得とか、そういう部分を考えてもらわんと、シカの頭数も

昔は雌シカを撃ったらあかんということで、雌シカをとるようになってから大分減ったんで

すけれども、まだまだシカの数はかなりふえています。それも含めて、やはり県とも協議の

上で、農林水産課としてはこの部分に対して、椿だけやなしに、市鹿野のほうでも丸本議員
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が言われているように、高齢になって働く人の意欲がないようにならんような、そういうよ

うな町としての施策も考えてほしいなと。この条例の一部改正に関して、ちょっと要望して

おきたいと思うんですけれども。農林水産課としての取り組みがあれば、平成２７年度に向

けて、何か新しい目玉があるのかないのか。その点について、お伺いしたいと思います。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 来年度に向けては、国・県との方向もあるのですけれども、狩猟期間中には有害の補助と

いうのが出てませんでしたが、来年度に向けては狩猟期間中も有害の補助をいただけるよう

な格好で取り組んでいきたいというふうに思っております。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 この関連なんですけど。この間の休みに、７時前の電車で、各停の電車に乗って、孫と一

緒に行くつもりで白浜の駅で待っていたんです。そしたら、山のふもとに、白浜駅のホーム

のふもとにシカが１匹や２匹と違う。６匹か７匹ぐらいおった。本当、サファリにおるみた

いな感じやなと。そのときに中学生もテニスの大会か何かがあって、女の子ですけれども、

えらい喜んで、こんなところにシカが、本当に。５匹か６匹、あんなところに。びっくりし

たんですけど。あの辺の何か報告は入ってますか。 
 ＪＲの職員に聞いたのですけど、しょっちゅうおりてきますと言うてましたわ。だから、

朝早かったから、あれ、おりてきたのかなとも思ったのですけれども、その辺の報告は入っ

ていますか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 報告というのは、ちょっと聞いてございません。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 一遍聞いて、ちょっと対応を考えといて。 

○議    長  
 質疑を閉じることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

質疑を終結いたします。討論を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長 
討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第１１号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
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○議    長  
異議なしと認めます。 
したがって、議案第１１号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１０）日程第１０ 議案第１２号 白浜町行政手続条例の一部を改正する条例について 

 
○議    長   

日程第１０ 議案第１２号 白浜町行政手続条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 ちょっとお聞きしたいんですけれども、この参考資料の４８ページに今回の条例改正案は。 
○議    長   
４４です。議案第１２号です。 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 １２号か。間違えました。 
○議    長  

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長  
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長  

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第１２号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長  

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１２号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１１）日程第１１ 議案第１３号 白浜町職員の給与等に関する条例等の一部を改正する 

条例について 

○議    長   
日程第１１ 議案第１３号 白浜町職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例に

ついてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １４番  丸本君 
○１４   番 
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 ４８ページ、参考資料に改正の趣旨ということで、人事院の国会及び内閣に対するという。

人勧に基づき給料の改正をやると、こういうことでありますけれども、昨年の１２月議会で

したか、たしか人勧で給料の改正があったと思うんですけれども。そのときは、給料アップ

改正だったと思う。今度は給料下げる改正案であります。 
 なぜ、この３カ月の間に上げたり下げたり、このようなことが行われるのか、ちょっとご

答弁お願いします。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 昨年の８月７日付の人事院勧告なんですけれども、人事院勧告の中には２つ、大きい改正

がございました。１つは民間給与との格差に基づく給与改定ということです。これにつきま

しては、昨年の１２月に改定を行いました、条例改正を行いました。 
 もう１つ人勧の中で、給与制度の総合的見直しというのがございます。このことにつきま

しては、民間賃金の低い地域における官民給与の実情をより適切に反映するため見直しする

ということと、それから、官民の給与差を踏まえた５０歳代後半層の水準の見直し、こうい

うことが人事院勧告の中で示されております。 
 そういうことで、民間給与との格差是正、格差に基づく給与改定というのは１２月の条例

改正で行いまして、この給与制度の総合的見直しという部分につきましては、今議会で条例

改正をお願いしているということでございます。 
 そういうことで、この給与制度の総合的見直しは、俸給表の見直しは平成２７年４月１日

に切りかえということで、今議会に条例を上げさせていただいたところでございます。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 まことに恥ずかしい話なんですけれども、ちょっとお尋ねしたいのは、高校を出てすぐの

初任給と、それから短大卒の初任給と、大卒の初任給はどのあたりに値しますか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 参考資料４８ページの２、改正の内容のアのところで、初任給についてということで、大

学卒、短大卒、高校卒と載っております。これにつきましては改正前、改正後、変更はござ

いません。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 参考資料の４８ページのイのほうの勤続年数による給料の大卒の関係について、大卒の１

０年目ってわかるんですけれども、２０年目というのが一番お金のかかる時期なんです。子

どもの教育や何かに。これ、７，１００円改定額になっていますね。約２％となってるんで

すけれども。やはり、右肩上がりの俸給表じゃなくて、やはりこの部分に一番お金が要ると

私は思うのです。 
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 それで、民間においても、ここらはやはり、ずっと右肩上がりじゃなくて、若干している

ところもあると思うのですよ。その点についての考え方はいかがなんでしょうか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 この勤続年数による給料、イのところに出ている部分につきましては、各区分に属する職

員の給料月額の平均の額に近い給料表の俸給表をもとに作成しているということで、そうい

うことでつくったんですけれども、給料表、俸給表自体は国の行政職俸給表１というのを使

っております。 
 人勧でこの表が改正されておりますので、それに基づいた給料になっておりますので、ご

理解いただきたいと思います。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 人勧に合わせて、やはりこの入社して２０年目の方々も同じような俸給表に準じて、減額

をした。こういう理解でよろしいですか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 俸給表自体は人勧に基づいて、行政職給料表１、この俸給表に基づいているわけですけれ

ども、実際、給料がどうなるかというのは、その職員の昇格もございますし、その辺は、ま

たその辺で違ってくると思います。早く昇進していく職員もいますでしょうし、また、ちょ

っとおくれる職員もおるかと思いますので、その辺は一律にいきませんので、ご理解いただ

きたいと思います。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 ということは、国の人勧に基づいて、それは個人差は管理者になる方と、早くなる方と、

それは差はあるのはわかるのやけれども、国の人勧に基づいた俸給表であって、県やとか、

他民間企業は参考にしなくて、そういう部分に準じてやっていると、こういうことですか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 はい。町の独自の給料表ということじゃなしに、人勧に基づいた行政職俸給表１という、

これに準じて、この表を使ってやっております。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 ちょっと質問します。このように、今回の場合は人勧で下げるというような方向性ですが、

改正の内容で給与表の改定というところで、１番のところで激変緩和のため平成３０年３月
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３１日までの間、現給保障を経過措置として設ける。こういうことで結局給料は変わらんと

いうことやと思うのやけども、この緩和措置を設けられる権限があるのは白浜町があるのか。 
 例えば、僕の聞きたいのは、人事院勧告が言うてきても、こっちの事情というのもあるわ

けですわな、言いようによったら。だから、それを唯々諾々と人勧が言ってきたから、県が

言ってきたから、下げんならんねということじゃなしに、地元の、白浜町の中でいろいろ考

えて、そういう措置ができると、こういうふうに解釈したらいいのかい。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 職員の給料につきましては、人事院勧告というのに基づいて決めております。ただ、決め

て、条例改正ということで出させていただきますが、これを議決していただくのは議会でご

ざいます。そういうことで、人事院勧告に基づいて町の職員の給料は考えていくわけですが、

それは条例、職員の給与等に関する条例の改正ということで、議会へ提案させていただきま

す。そこで議決をいただくという形になりますので、その辺、ご理解いただきたいと思いま

す。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 よくわからないんやけれども。僕としたら、給料、今、民間も上げているという状況の中

で、２％上げたいんやという状況の中で、何で人事院が下げてくるんなというのが、気持ち

の中にあるんですよ。それを、言うてきても、ここに激減緩和措置で３０年までという規定

を決めているということは下がらんということやけれども、この規定を白浜町独自で決めら

れるのかと聞きやんね。 
○議    長 

       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 給与につきましては、給与表を独自でつくられているような市町村もございます。白浜町

の場合は、白浜町に人事委員会を持ってございませんので、国の人事院だったり、県の人事

委員会の勧告、これに基づいて運用をかけさせていただいているということが根底にござい

ます。 
 合併のときに、給与表を給与表１号のほうに乗りかえまして、国の状況によって変わって

くるときに即時対応しようと思えば、やっぱり国の給与表と同じような形で給与表をつくっ

ておかないと、個々でいろいろな事務処理が出て来るということで合わせていただいて、運

用をかけさせていただいてございます。 
 今回の総合的見直しにつきましては、これまでも人事院のほうも全国の平均といいますか、

そうした給与で給与表をつくっておったのですが、総合的見直しの中で地域的に低いところ

をベースとして平均をとって、あとは地域手当、手当という形で増していくという考え方が、

根本的に今回出された部分でありますので、２％平均的に下がっていくというのは、今まで

の全国平均から給与の低い地域、地域格差が出てきますので、その部分について平均をとる

と２％ぐらい下がってくるということで、まずは白浜町においても当然、全国的にこの給与
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表へ合わすのですが、合わした上で、地域格差があるところには、地域手当という手当で見

ていこうということで、東京のほうであれば、地域手当が上がったんです。給与は下がった

のですけど、地域手当が上がったというような形でございます。 
 それで、あと、激変緩和措置ということで、現給保障ということになります。これについ

ては白浜町だけというじゃなくて、これも人事院のほうから激変緩和措置、これも示されて

おりまして、それも合わせて人事院に合わせて町もやっておかんと、これがやらないという

方法もできるのですが、これは町の考え方でできますけれども、やはり、すべて給与に関し

ては、国のほうで合わせておかないと、なかなか独自運用というのは非常に難しいというこ

ともありますので、この激変緩和措置についても、人事院から示されておりますので、今回

出させていただいておるところでございます。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 ちょっとわからんので、教えてください。今、現給保障というのが改正の内容の１で説明

があるのですけど、経過措置のこと。その下の２で、ここでは現給保障に適用期限を加え、

事実上の廃止と書いてますでしょう。ここら辺がちょっと、よくわかってないんですが。平

成１８年以降の経過措置としていた期限というのは、これで切れるということか。 
○議    長 

       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 （２）のほうであると思うのですけれども。これは先ほど申し上げましたように、合併の

ときぐらいに、これも給与表の改正がございまして、そのときも激変緩和措置があったわけ

です。それについては既に白浜町の中ではこれに対応する職員というのは既にいてないんで

すが、この制度を残す必要が既にないということで、条例から削除したいという考えでござ

います。だから、今回も給与表が見直されて、急に下がるという職員については、みんな下

がるんですけれども、これを激変緩和措置かけて、今の給料は３年間見ますよということが

緩和措置でして、だから、定期昇給が上がっても来年も給料が上がらない人もいてるという

のですか、そういう形がこの激変緩和措置という形になります。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 今の説明だったら、合併のときに措置した（２）のことですけれども、これはそしたら、

この文言は要らないんじゃないですか。大変わかりにくくて、１のほうで現状、現給保障を

経過措置として設けるということは理解しました。その後に２が来るので、１８年以降の既

に適用して、この廃止をして改正してきているということなんですよね、今の説明ですと。

だから、ここがすごくわかりにくかったのですが、そこのところは今の説明受けて、２のと

ころは既に改正されているんだということの説明ならば要らないんじゃないかと思います。 
 それと、施行してこの現給保障の廃止の改正。公布というのは、これはどう、いつになっ

てくるのですか。 
○議    長 
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       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 合併に合わせてということじゃなくて、合併の年、これも国の給与改正の関係で給与表が

変わっておるのですけれども、そのときも激変緩和措置ということで、下の２の項目を条例

化して激変緩和措置を行ったわけですが、これについては期限がなかったわけですけれども、

これについて、今回、新たに給与表改正で激変緩和措置をするのですが、これについては３

０年３月３１日までの間という期限が定まっております。片一方は期限のないまま残してお

きますと、どっちがどうかという話になりますので、この期限のない、前につくった激変緩

和措置については対象職員がいないという現実もありますので、これを削ってわかりやすく

条例を整備するということでございます。 
 この施行といいますか、この条例自体は２７年４月１日からいきますので、前の激変緩和

措置は、前の改正のときからずっと今も条例上は生きていると。対象者は既にいないという

状況でございます。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 今の説明で承知しました。わかりました。順序立てて言うのであれば、平成１８年以降の

と説明のある２が、上に来るんじゃないかと。経過からすればですよ。それを聞いてやっと

納得しました。だって、今、経過措置を置くと書いてながら、この経過措置を期限を加える

というのが納得できなかったんですよ。だから、今の説明を聞いたら、この１８年以降のこ

の文言については、上に来て、それ以降のことで１の措置があるんじゃないかと思いました。

いかがですか。 
○議    長 

       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 議員ご指摘のように、説明の順番から言いますと、今回、制定したいということが大前提

にございますので、この激変緩和措置を制定いただかなかったら、この２番目の激変緩和措

置をもしかしたら残しておかなければならないのかと。その順番の問題だと思うんですけれ

ども、先に廃止して、新たに制定をお願いするということもあろうかと思いますし、議員ご

指摘の部分も十分わかりますけれども。順番の考え方の少し違いかなと思います。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 ちょっと基本的な考え方で、町長、副町長の考えを聞きたいんや。なぜかと言うたら、人

勧というのはやっぱり民間ベースと比べて、公務員給料が高いということでしやると思うん

やけれども。１９日の地方創生の問題もあるけれども、今、国は人勧、上で決めてきやるけ

ど、地方は仕事がふえて、それで行革せえ、人を減らせと、こういうような方向の中で、や

はり、仕事に見合う給料をきちっと保障していくのが、私は本来の姿だと思うんですよ。 
 そうした中で、今、副課長からも話がありました。これは国の施策でここで言うても仕方

ないんやけれども。地域においての手当でせえと言いやるけれども。都市手当やとか、寒冷
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地手当や、昔はようけいろいろあったと思うんです。そしたら、白浜の民間給与と比べたら、

役場の給料は高いですよ。白浜の今、民間で働いている人、年間、ほん少ないですよ。それ

と比べるということは、今、役場の職員は本当に一生懸命やってくれていると思うのやけど

も。やっぱり比べ方が問題であって、地方の部分と、国の部分と全然違うと思うのです。 
 そうした中においても、やはり、仕事に見合う給料をきちっと払っていかなんだら、職員

のやる気も気力も出てこんので、労働の対価というのはそういうものだと思いますよ。それ

について、基本はやっぱり仕事に見合うきちっとした給料を上げなんだら、働く気力も出て

こんと思うのや。それに、人勧がすべて、オールという考え方じゃなくて、そういう基本姿

勢を持っておいてほしいなと、私はそう思うのですが、いかがでしょうか。 
○議    長 

       番外  町長 井澗君 
○番    外（町  長） 

 この給与に関しましては、やはり、民間とのまだ格差というのはあると思いますので、こ

れ考え方はいろいろあるんですけれども、町の職員の給料については、白浜町、かなり、そ

んなに全国的に比べてもそんなに高いというふうに思っておりません。 
 今、町の職員組合ともいろんな協議をしておりますので、労働条件の改善ですとか、ある

いは給与面でのいろんな手当についても、いろいろとご意見いただいております。ただ、全

国的に白浜町だけ、あるいは和歌山県内のほかの自治体が手当が特別に必要なのかどうかと

いうふうな議論もございますので、なかなか、白浜町だけ突出して何か手当をつけるという

ことは、なかなか難しいのではないかなというふうに思っております。 
 ですから、今のところ、組合との協議の中でも、もちろん一進一退ありますけれども、で

きるだけ我々も誠意をもって、町当局としては対応しておりますので。今後、そういった民

間との格差というのは、まだまだ私は民間のほうが低いと思っておりますので、町の職員は

まだ恵まれている部分はあると思います。ただ、全体的に本当に仕事の内容、量によって、

かなり今、機構改革をやっておりますので、その辺のしわ寄せが町の職員にも一部いってい

るとは思いますので、その辺、全体のバランスを見ながら。やはり頑張る職員にはそれなり

の対価といいますか。それを評価していくということは必要であろうかというふうに思って

おります。 
○議    長 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 参考資料の４８ページをお願いします。この改定率というのが出ておりますけれども、１

０年、２０年、３０年目の。この３０年目というのは、大学卒についての給料の改定であり

ますから、５０前半の方やと思いますけれども。いわゆる定年間際というのですか、５７～

５８とか。この辺になったら、これ、表に出ておりませんけれども、幾らぐらいの改定率、

下落率になるんですか。 
 それともう１つ。これは給料が下落することによって、落ちることによって、いわゆるボ

ーナスとか、はね返ってくると思うんですけれども。そのボーナスを含めたこれ、下落率で

あるのか。その辺、どうなんですか。 
 それで、もう１つ。退職金にもこれ、はね返ってくると思うんですよ、掛率の関係で。こ
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の退職金の下落率は何％ぐらいになってくるのか。 
 この３点、お願いします。 
○議    長 

       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 ４８ページのイに示している部分だと思います。これにつきましては、平均じゃなくて、

大学卒業生で１０年経過した人、２０年経過した人、３０年経過した人。この人がいてるか

いてないかというのが大前提になりまして、いてまして、その方の給与を出せばこうなって

くるということになりますので、それぞれ大卒で３０年だから、この給料にくる。大卒で２

０年だからこの給料にくるということではなくて、現在存在している職員の中で３０年目の

人はこの金額になっておると。 
 それで、ご質問の退職近くなる５５を過ぎて６０とか、そのぐらいの歳になると、幾らに

なるのかと。一番高いところでどうなるのかというご質問だと思うのですけれども、余り個々

の数字は申し上げられませんけれども、３０年目で示している金額と同じぐらいの金額。課

長で、６級は課長ですので、課長でこれぐらいの金額が最大になってくると。 
 今、課長も若い方もいらっしゃいますので、その方が今後上がってくれば、これよりは上

がる可能性も十分秘めていますけれども、現在のところはこの辺が最大額になりますので、

減額率としては大体２．２％とか、２．３％。それぐらいになります。 
 手当、ボーナスですね、一時金へ影響するのか、ちょっと後ほどお答えさせていただきま

す。 
 あと、退職金につきましては、減額後で計算するということになってきますので、承知し

ているところでは、当然、退職金が下がるということになると思います。 
 一時金は少し時間いただきまして、後ほど。今すぐお答えさせていただきますので、お願

いします。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 先ほどの町長の発言で、大変、重要なことというか、今後に向けた発言がありましたので、

お伺いします。楠本議員も言われたんですが、仕事への対価。今、頑張る職員にはそれなり

の対価が必要やと、町長、発言されました。その職員の評価とか査定とか、それに向けての、

どういう、お口で発言するのは耳触りのいいことですし、今後に向けて、そうなさるんだな

と、今、聞きましたけれども、どういう方策の中で、それを進めていくのかということを確

認しておきたいと思います。 
○議    長 

       番外  町長 井澗君 
○番    外（町  長） 

 この評価の仕方は、人事に対しての評価とか、いろんな職員に対しての給与面でのいろん

な評価とか、それは当然、職級が上がってきますと、その評価につながりますので、そのあ

たりを人事の中で評価をしたいというふうに思っております。ですから、課長、あるいは副

課長、係長、その以下、それぞれの当然、給料ございますので、その辺は、もちろんバラン
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スを見ながら、当然、今のある部分と、それから整合性があるのかどうか。この辺も常にや

っぱり検討する必要があるかと思いますけれども。人事の面で反映をしていきたいなと。今

までもしておりますし、その辺については今後も視野に入れて考えていきたいというふうに

思っております。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 そしたら、例えば、給与に、職員の勤労のその評価というのは、また別かもしれないんで

すが、給与に結びつくような評価を査定するのは、どういう、だれが評価するのですか。町

長お一人で評価して、そこへという判断になるのですか。 
○議    長 

 ちょっと、水上議員に申し上げます。関連の拡大に進んでいますので、最後に、その辺も

町長含めて、考え方を述べていただきます。 

       番外  町長 井澗君 
○番    外（町  長） 

 管理職すべて、私がやっているわけではございません。管理職は副町長も含めて一緒にや

っておりますし、当然、その下の職員については、総務課のほうでも課長、それから、管理

職が見ながら、管理職からの報告を受けて、そしてまた我々が判断するということでござい

ます。 
○議    長 

 答弁漏れがございましたので。 
       番外  総務課副課長 榎本君 
○番    外（総務課副課長） 

 先ほど、丸本議員からご質問の一時金につきましては、現給保障後の額をベースに計算す

ると。 

 下がるというよりは、今の給料が保障されていますので、減額した後の金額じゃなくて、

現給を保障した金額をベースに計算すると。退職金につきましては、減額した後がベースで

計算されます。ただ、退手組合との関係がありますので、そこに経過措置が設けられている

かどうかは、ちょっとまた勉強させていただかないとわからないのですけれども、そういう

ことでございます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結します。討論を行います。反対討論です。 

       １０番  廣畑君（登壇） 
○１０   番 

 私は、この議案１３号につきまして反対の討論をいたします。 
 人事院は２００６年の賃金調査の対象を民の１００人以上の企業から５０人以上の企業へ

と広げて計算をしてきております。官の賃金引き下げを行ってきました。そうした中で、官
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の賃金の引き下げを行ってきました。その結果、今日まで公務労働者を初め、民間にも賃金

ダウンが進んだり、非正規化などが進み、貧困と格差の拡大が進んできました。これ以上の

引き下げは職員の生活、地域消費にとってマイナスであり、白浜町職員の給与等に関する条

例等の一部を改正する条例には反対をいたします。 
○議    長  

賛成討論ございますか。 
（なしの声あり） 

○議    長 
討論を終結いたします。異議がありますので、起立によって採決いたします。 

  議案第１３号について原案に賛成の方は起立願います。 
（起立多数） 

○議    長  
起立多数であります。 
したがって、議案第１３号は可決されました。 
議案審議中ですが、暫時休憩します。 

       （休憩 １１ 時 ０７ 分  再開 １１ 時 １４ 分） 
○議    長 

 再開します。 
 先ほどの１１番 古久保議員の質疑の中で、専決処分の件数の問いがありましたので、答

弁いたします。 
       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 平成２６年１月から１２月の定例会・臨時議会を含めまして、その中で専決処分の報告、

承認の件数について、報告させていただきます。報告が５件、承認が６件、計１１件でござ

います。そのうち、事故の損害賠償に係る部分が、件数が報告で３件、承認で１件、計４件

ございました。 
 以上でございます。 
○議    長 

 続いて行います。 
                                          

（１２）日程第１２ 議案第１４号 白浜町各種基金条例の一部を改正する条例について 

 

○議    長 
日程第１２ 議案第１４号 白浜町各種基金条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 

       １番  溝口君 
○１    番 

 １点、お聞きします。今回の説明書の５２ページ、今回の改正の趣旨。これはほかの庁舎

及びその他公共施設の整備に必要な財源を積み立てる内容に改めるためと、そのように、改
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正の趣旨を説明されてございますけれども。この「その他公共施設」とは、どういうふうな

公共施設を指すのであるのか、具体的に教えていただきたいのです。その前段に５１ページ

にもさまざまなそういった形の基金等がございますけれども、この中で補えないような、そ

ういった公共施設のために今回の改正をされるのかどうか、それでありましたら、その他公

共施設とはどれを指すのか、もう少し具体的に教えていただきたいと思います。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 庁舎の建築につきましては、当初予算の審議もいただくわけですけれども、基金積み立て

を行うようになってございます。今回の改正につきましては、我々の庁舎建築の検討委員会

の中で、できる限り公共施設を集約化できないかということも考えてございますので、今の

溝口議員のご質問ございました、その他は何なということは、まだはっきりはしておりませ

んけれども、でき得れば庁舎の付近に公共施設を集約化したいというふうな考えがございま

して、庁舎等というふうに今度改正をさせていただきたいということでございます。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 それでしたら、まず、この理由は、庁舎整備基金の名称及びそういった目的を改めたいと。

私はすんなりと、最初はこの庁舎整備基金をもうちょっと積み立てをふやしてどうこうとい

うようなご説明もあったので、ああ、そうかなと思って、詳しく考えましたら、今、副町長

がおっしゃったように、そういった集約と。 
 そうなりましたら、本来のこの本庁舎以外にも、また集約化していこうとなりましたら、

かなりまた、本庁以外の整備というのか新築、移転をする事業費に、それにまだプラスして、

もう少し、通常考えてられる金額にまだ数億円になるのか、１０億円になるのか、白浜町の

庁舎及び、そういった集約化に対しては、事業資金がかなり莫大に、当初よりももう少しま

たふえるような気がいたします。 
 しかし、提案理由の説明のときにもございましたように、庁舎の積立基金の今の白浜町の

現状をお聞きしていましたら、ことしは５，０００万だったと思うのですけれども。まだ１

０年後にでもまだ庁舎のそういった移転及び、副町長が申されましたそういった集約化の事

業はまだほど遠いのかなというふうに思うのでありますけれども。せんだって、地元紙には

田辺市さんなんかは結構な金額の１０億単位かの金額が既に庁舎の新築のための基金が積み

立てられているかのような記事もあったと思うんですけれども、その点からしたら、白浜町

はかなり立ちおくれて、庁舎にはまだまだ数年どころかかなりの年月がまだ要るような気が

あるのですけれども。 
 一応、目標というのは、そこら辺は今のところで結構でございますけれども、どれぐらい

の年度に位置づけられているのか。もし、それ、披露できるのでありましたら、あくまで目

標で結構でございますので、もし今、それが決まっているようでしたら、教えてもらえませ

んでしょうか。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
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○番    外（副 町 長） 

 前にも一度、全員協議会で庁舎の関係をご説明させていただいたと思います。その時点で

は、基金を７年積んで、それから着手というふうな計画でございました。今、おっしゃるよ

うに庁舎等整備基金の積立額が今年度は５，０００万上程させていただいておりますけれど

も、これは財政、いわゆる当初予算の編成時でなかなか１億というふうなことができなかっ

たということもございまして、もし余剰財源があれば例えば補正予算をお願いするというこ

とも考えられます。 
 ただ、それから５１ページの参考資料の中に、地域振興基金というのが、これはいわゆる

合併特例債を活用した１０年間の積み立て。これは１１億数千万円になることになってござ

います。それも活用もできますし、当然、財政調整基金もこの庁舎に運用することができま

すので、でき得れば計画通り進めていきたいと、現在のところは考えているところでござい

ます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第１４号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１４号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１３）日程第１３ 議案第１５号 白浜町報酬及び費用弁償等条例等の一部を改正する条 

例について 

 
○議    長 

日程第１３ 議案第１５号 白浜町報酬及び費用弁償等条例等の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 ちょっとお聞きしたいと思います。教育長は、地方教育行政組織運営法１７条においては、

教育委員会の監督のもとに、教育委員会の権限に属するすべての事務をつかさどると、この

ようになっておると思います。今は、教育長は、教育委員会の指揮監督のもとにあると思い

ますけれども、新教育長になれば、この指揮監督というのは町長にあるのですか。教育委員

会にあるのですか。その点どうでしょうか。 
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○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 新教育長につきましては、教育委員とは別の身分になるということになっております。指

揮監督といいますか、任命権、それから罷免権、そちらについては町長のほうで権限がある

という形になります。 
○議    長 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 そしたら、今、教育委員会から選出というのか任命を受けて、そして教育長の職について

おると。しかし、新教育長になったら、町長の任命になりそして、監督権はどう言われたの

ですか。監督権は、指揮、法律上の監督権は。今はですよ、今は教育委員会にあると。その

根拠はこの法律１７号。こううたわれておりますわね。新教育長になったらですよ、監督権

はどこにあるのですか。指揮監督は。 
○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 丸本議員おっしゃるように、現在は教育委員として任命をして、教育委員会の中で教育長

のほうを専任させていただいております。それが町長の任命によって教育長が決まりますの

で、当然、町長の監督権になると考えてございます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ございませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結します。討論を行います。反対討論です。 

       １４番  丸本君（登壇） 
○１４   番 

 １５号議案に反対をします。教育長は地方教育行政組織運営法１７条では、教育委員会の

指揮監督のもとに教育委員の権限に属するすべての事務をつかさどるとされております。地

方教育法改定で、教育長と教育委員長を一本化した新教育長が設置されることになります。

１５号議案は、それに伴う報酬及び費用弁償等の一部改正の条例改正案であります。現在は、

教育委員会の指揮のもとにある教育長ですが、町長が任命する新教育長になれば、教育委員

会の指揮監督権がなくなります。教育委員会は首長から独立した組織であり、条例改正案は

教育委員会の政治からの独立性を奪うことになると思います。 
 国や首長が教育に介入する足掛かりをつくるものであると思われます。教育委員会を弱体

化させ教育行政への首長の介入につながることになりかねません。したがって、賛成は致し

かねます。ご賛同よろしくお願いします。 
○議    長 

賛成討論はございますか。 
（なしの声あり） 
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○議    長 
討論を終結いたします。異議がありますので、起立によって採決いたします。 
議案第１５号について原案に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 
○議    長 

起立多数でございます。 
したがって、議案第１５号は可決されました。 

                                          

（１４）日程第１４ 議案第１６号 白浜町教職員住宅管理条例の一部を改正する条例につ 

いて 

 
○議    長 

日程第１４ 議案第１６号 白浜町教職員住宅管理条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長  

討論を終結します。採決します。お諮りします。 
議案第１６号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１６号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１５）日程第１５ 議案第１７号 白浜町学童保育所設置条例の一部を改正する条例につ 

いて 

 
○議    長 

日程第１５ 議案第１７号 白浜町学童保育所設置条例の一部を改正する条例についてを

議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 
○議    長 

質疑を終結いたします。討論を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長 
討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第１７号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１７号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１６）日程第１６ 議案第１８号 白浜町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条 

例の制定について 

 
○議    長 

日程第１６ 議案第１８号 白浜町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制

定についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       １４番  丸本君 
○１４   番 

 先ほどの１５号でしたか、これと関連した議案になると思いますけれども、いわゆる町長

の、首長の指揮監督のもとに置かれると、このような答弁であったと思いますけれども、な

らば、町長の下に新教育長が座り、その下に教育委員会があると。このようなことに、構図

になると思うのですけれども、教育委員会の弱体化につながるのではないのかと。そのよう

に思いますけれども、その辺についてどうでしょう。 
○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 一応、今回の改正におきましては、教育委員会の職務権限というものがございまして、こ

れについては、現行の地教行法と改正後の地教行法と全く権限については、教育委員会に残

る形になってございます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結します。討論を行います。反対討論です。 

       １４番  丸本君（登壇） 
○１４   番 

 １５号に関連した１８号の議案も、さきの１５号の議案と同じく、地方教育行政法改定に
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伴う条例の制定であり、反対します。理由としては、教育行政トップに首長が任命する新教

育長が座ることです。教育行政への政治権力の介入が懸念されることになります。よって、

反対します。 
○議    長 

賛成討論はございますか。 
（なしの声あり） 

○議    長 
討論を終結いたします。異議がありますので、起立によって採決をいたします。 
議案第１８号について、原案に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 
○議    長 

起立多数であります。 
したがって、議案第１８号は可決されました。 

                                          

（１７）日程第１７ 議案第１９号 白浜町立幼稚園条例及び白浜町立保育園条例の一部を 

改正する条例について 

 
○議    長 

日程第１７ 議案第１９号 白浜町立幼稚園条例及び白浜町立保育園条例の一部を改正す

る条例についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       ７番  水上君 
○７    番 

 参考資料から、幼稚園の授業料の改定で、一律から政令で定める額を限度とすると。これ、

上限があるのでしょうか。ここに書いている額を限度とすると。この説明、お願いします。 
○議    長 

       番外  民生課長 中村君 
○番    外（民生課長） 

 この制度に入りましたら、認可保育園とか幼稚園も、上限、一応、イメージとして国のほ

うからも示されております。給付額を限度として市町村で定めることということなので、報

告がおくれて申しわけないのですけれども、１９日の全員協議会のほうで詳細の説明をさせ

ていただきたいと思っております。現時点では今の額よりも上回るということはないように

というふうに考えさせていただいております。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 
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討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第１９号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第１９号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１８）日程第１８ 議案第２０号 白浜町保育園保育の実施に関する条例を廃止する条例 

について 

 
○議    長 

日程第１８ 議案第２０号 白浜町保育園保育の実施に関する条例を廃止する条例につい

てを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第２０号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２０号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（１９）日程第１９ 議案第２１号 白浜町介護保険条例の一部を改正する条例について 

 

○議    長 
日程第１９ 議案第２１号 白浜町介護保険条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
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質疑を終結いたします。討論を行います。反対討論です。 
       １０番  廣畑君（登壇） 
○１０   番 

 私は、議案第２１号 白浜町介護保険条例の一部を改正する条例について、反対討論を行

います。 
 年金支給の削減や消費税の増税のもと、これ以上の保険料の値上げに対して、これ以上の

負担増は認められない。このように思います。このような中、この要支援１、２の軽度者へ

の保険での切り捨て、これを容認していく。こういったことは認められません。そうしたこ

の軽度の人々、基本的に実体のない介護ボランティアなどの地域への丸投げをしていく。き

わめて乱暴なやり方であります。したがって、議案２１号について、反対をいたします。 
○議    長 

賛成討論はございますか。 
（なしの声あり） 

○議    長 
討論を終結いたします。異議がありますので、起立によって採決します。 
議案第２１号について、原案に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 
○議    長 

起立多数であります。 
したがって、議案第２１号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２０）日程第２０ 議案第２２号 白浜町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及 

び運営に関する基準を定める条例及び白浜町指定地域 

密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営 

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予 

防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める 

条例の一部を改正する条例について 

 

○議    長 
日程第２０ 議案第２２号 白浜町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例及び白浜町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 基本的に本案に賛成するのですけれども、参考資料の８２の１ページ、２ページにかけて

なんですが、前にも一般質問で、居宅介護のほうへ方針転換するということで、施設から居

宅へという国の方針に介護保険制度が切りかわっていくということは、これはいたし方ない

ことやと思うのですけれども。やはり、この内容については逐次読んでいませんけれども、
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新聞の改正点の主なものでちょっと私も見させてもろたときに、地域居宅にした場合の地域

ボランティアを含めて、それだけの地域に、それだけの存在するスタッフ、さらには限界集

落とか、いろいろあると思うので、そういう部分に対して、この地域へ返して、地域でみん

なで見ていくということが、現実的に可能かなという部分を心配しているんですよ。 
 それで、参考資料の８２ページにも小規模多機能型居宅介護とかについては、認知症の対

応についても４つ、施設数が４つというふうになっていますけれども、認知症も。テレビで

も認知症の方々の地域の支えというのですか、そういうのが報道されております。そういう

部分に対してやっぱり、国の改正に基づいて白浜町のほうでもこういう提案になっているん

だろうと思うんですけれども。介護保険についてはかなり新聞、さらにはテレビのほうでも

課題点が出されております。 
 そうした中において、地域の介護の専門家委員会の部分でも議論をされた上において、こ

の提案になっているんだと思うのですけど。やっぱりそういう部分について、田舎のほうで

も都市型と、白浜町においては若干都市型とほんまに田舎のほうで、介護する人、老老介護

の人もあると思うんですよ。そういった場合にやはり、公のほうがどれだけ、支えていくか

ということが課題になってくると思うし。民間業者においても、やはり、交通費のかさむ、

言葉は悪いですけれども、余りもうけにならんところは入っていきにくいと。こういうやっ

ぱり課題が出てくると思うんです。こういう部分について、心配する部分がありますので、

課長のほうでも今後、やっぱりこういう部分について、きちっとした委員会のほうでも精査

した上で、問題点のないようにしてもらいたいと思うんですよ。 
 それで、この参考資料の裏側の２ページのほうでも、ずっと書いてくれているんです。こ

のとおりだと思うんですけれども、やっぱり心配することは多くあります。そういう部分も

含めて、きちっとやっぱり職員も大変だろうと思うし、地域で支えていくということは大変

だと。私も後期高齢者に近づいてきているんですけれども、そういう部分では今後の分につ

いて、国の介護保険がもたんということもありますけれども、地域においても大変だと思い

ますので、その点については十分やはり、介護保険審査会のほうでもきちっとした対応をし

てもらいたいと、どういう討議がされているかということは、逐次聞く必要もないんだろう

と思うのですけれども、問題点、一番問題点があれば、やはり、人・物・金、いわゆる人材

が一番、私、不足してくると違うかなと思うのですけれども、その点についての考えだけ、

ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 
○議    長 

       番外  民生課長 中村君 
○番    外（民生課長） 

 この新しい総合事業への給付のほうから地域支援事業への移行というのが、２９年４月と

なっております。それに向けて、またその後の３つの事業につきましては、３０年４月とい

うことに、今回条例改正させていただくのですけれども、いずれにしても、すぐにぱっと変

わるものではないので、まず、現在の資源の確認です。あとどれだけ今不足しているのか。

どういう方にまた協力していただけるのかということと、人材を育成することがまず大事だ

と思いますので、そこら辺のところを今は社会福祉協議会と現場の担当レベルでの研究にな

っておりますけれども、２７年度以降はそこにまだシルバー人材センターなりＪＡさんとか、

いろんな団体にも入っていただきながら協議していく場を設けたいのと、介護保険のこの計
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画策定委員の方々は３年任期になっておりますので、そちらの方にもご意見を伺いながら、

検討していきたいとは思っております。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第２２号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２２号は原案のとおり可決されました。 

 先ほど、議案１５号につきまして、教育次長より答弁の訂正がございますので、これを許

可します。 
       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 丸本議員のご質問ございました、ちょっと私のほうで認識違いがございましたので、ここ

で訂正させていただきます。 
 中央教育審議会の答申の中で、案というのもございまして、私、その案と今回の改正と、

ちょっとテレコになっていた部分ございました。新教育長につきましては、教育委員会によ

る教育長への指揮監督権は法律上、規定はされておりません。おりませんけれども、教育委

員会は引き続き合議体の執行機関であるため、教育長は教育委員会の意思決定に基づき事務

をつかさどる立場にあることに変わりなく、教育委員会の意思決定に反する事務執行を行う

ことはできないものであるということになってございます。 
 ですから、先ほど町長の指揮監督権のもとと申しましたけれども、その部分については法

律では明確にといいますか、法律では規定されてございません。ただ、これまで新教育長に

ついては、地方公務員法の適用がされないことから、教育委員会については教育長を懲戒処

分することはできなくなるということでございます。申しわけございません。 
○議    長 

 そういうことでございます。よろしいでしょうか。 
続きます。 

                                          

（２１）日程第２１ 議案第２３号 白浜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び 

に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的 

な支援の方法に関する基準を定める条例の制定につい 

て 
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○議    長 
日程第２１ 議案第２３号 白浜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定

介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制

定についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
  議案第２３号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２３号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２２）日程第２２ 議案第２４号 白浜町地域包括支援センターの人員及び運営に関する 

基準を定める条例の制定について 

○議    長 
日程第２２ 議案第２４号 白浜町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を

定める条例の制定についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       ７番  水上君 
○７    番 

 制定の内容、参考資料からお尋ねします。第１号被保険者の数がおおむね６，０００人以

上となる場合の職員数の定めがないために、今回、これを実情に合わせてということです。

せんだっての説明の中では、白浜町の場合は７，７６９人、被保険者の数。そういうふうに

報告を受けたかと思っておりますが、現状ではどういう設置状況になっているのか、人員配

置になっているのか、それから今後、どうなるのか、それをお尋ねします。 
○議    長 

       番外  民生課長 中村君 
○番    外（民生課長） 

 現在は、保健師が２名です。あと、主任ケアマネ、主任介護支援専門医、そちらが１人。

社会福祉士が１名でございます。あと、日置川地域におきましては、社協へ委託事業として

ブランチというのを設定してもらっております。 
○議    長 
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       ７番  水上君 
○７    番 

 それでは、その７，７６９人ですと、やはり現状とさほどこの改正があっても、配置は変

わらないということになりますか。 
○議    長 

       番外  民生課長 中村君 
○番    外（民生課長） 

 ２７年度すぐにということは考えてはおりません。ただ、２８年度以降、やはり、今後の

地域包括ケアシステムの構築ということになりますと、在宅医療、医療と介護とかの全部、

結んでいくことになったら、地域包括支援センターの存在が一番大きくなってきますので、

どの職種をまたふやしていただくのかというところも、今後、検討していきたいとは思って

おります。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長  

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第２４号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２４号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２３）日程第２３ 議案第２５号 白浜町ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部 

を改正する条例について 

 
○議    長 

日程第２３ 議案第２５号 白浜町ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 



 

 37

○議    長 
討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第２５号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２５号は原案のとおり可決されました。 
議案審議中でございますが、暫時休憩いたします。 

       （休憩 １１ 時 ５３ 分  再開 １３ 時 ００ 分） 
○議    長   
再開します。 

                                          

（２４）日程第２４ 議案第２６号 白浜町公衆便所条例の一部を改正する条例について 

 

○議    長   
日程第２４ 議案第２６号 白浜町公衆便所条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 

       ７番  水上君 
○７    番 

 これ、読ませてもらって思ったのが、つくもとのところにあるトイレ、ありますでしょう。

あそこを南公衆便所というの、わかるんですけど。せっかく、つくもと公園、つくもと足湯

があるのに、何で南、位置的に言えば、それは東西南北の南ですけれども。なぜその名称を

外すかなと思いましたけれども。その辺の考え方を聞かせてください。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 もともとの名前が、３つとも白良浜公衆便所という表現でございました。それに、後ろに

括弧書きというような注釈をつけているような格好になりますので、実際は白良浜公衆便所

は３つあるというのを、３つ、後ろに括弧をつけてわかるようにしていたというふうな格好

でございます。 
 それで、１つの考え方としては、やはり、浜の北側にあるもの、中央にあるもの、南とい

うふうなことの位置づけで、まず、つくもとというのは地元の方でないとわからないという

ふうなこともあったかと思いますので、お客様にも北側にあるもの、中央にあるもの、南に

あるものということで、表現をさせていただいたほうがわかりやすいのではないかという格

好で、このような表現にさせていただいたところでございます。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 今の課長の答弁の中で、地元の方だけがつくもと、そうじゃないですよ。つくもと足湯を
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設置しているじゃないですか。やっぱり、そこら辺の地域のその資源というか、そこら辺、

ある資源と一緒に、あれ、同じ場所にありますから。だから、そのほうが教えやすい。例え

ば、案内する場合も、あっちに行ったら、つくもとの足湯あります。あそこにトイレがあり

ますよ。今までに、あそこに公衆トイレができるまでが、町内会でも商店でも大変トイレを

借りに来るお客さんが多くて、何十年と、あそこら辺にトイレがほしいと。三楽荘さんの下

あたりも随分話があったのですが、何十年かかって、あそこにやっと公衆トイレができてい

るんです。 
 つくもと足湯はちゃんとガイドブックにも載っていると思うのですけれども、だから、そ

ういうところと観光資源になっているところと一体化した名前のほうが、わかりやすいんじ

ゃないかなと私は思いました。意見です。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 新設の富田坂の公衆便所については、これも長い間の課題でございまして、今回ようやく

新設してくれるということなんです。うれしいことなんですが、環境にやさしい部分という

ことの備えつけだろうと思いますけれども、これはくみ取りということにはならんだろうと

思いますし、環境にやさしいような部分であるのか。その点について、いかがなんでしょう

か。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 おっしゃるように、こちらのほうのトイレにつきましては、環境にやさしいというふうな

格好の中で、循環型の水洗バイオトイレというふうなことにしてございます。この施設の後

ろに槽を埋めまして、それで雨水を循環リサイクルをして、槽を循環させるというものでご

ざいます。したがいまして、排水等も発生しませんので、この山のところに浄化槽法の適用、

こういったものも適用外になるような施設をこしらえてございます。 
 以上です。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
  議案第２６号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２６号は原案のとおり可決されました。 
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（２５）日程第２５ 議案第２７号 白浜町白浜駅前駐車場条例の制定について 

 
○議    長 

日程第２５ 議案第２７号 白浜町白浜駅前駐車場条例の制定についてを議題とします。 
  本案に対する質疑を行います。 
       １３番  玉置君 
○１３   番 

 ちょっと料金のことでお伺いしたいのですが。ここに、１時間無料で１時間ごと２００円

というふうになっていますけれども、上限とか、いわゆる長期駐車とかそういったものへの

対応はどのようになっているのでしょうか。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 こちらのほうにつきましては、上限は設定してございません。それで、あくまで駅にお迎

えに来たお客様、それから、商店街を一時的に利用していただくお客様を想定してございま

す。それで、ご要望としては、この駅前に電車に乗っていくようなお客様もとめれたら便利

であるというふうなことは、あるとは思うのですが、そういうお客様に対しましては、既存

の開発公社の駐車場が隣接してございますので、そちらをご利用いただくということで、こ

こはあくまで一時的にご利用していただくというふうな前提の中で、逆に長期とめると、非

常に金額がかかるというふうな設定にさせていただいたところでございます。 
 以上です。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 上限がないということは、仮に、知らずにとめていると、帰ってきたらすごい金額になっ

ているということもあるので、その辺の告知を十分しておきたいなと。間違ってとめること

のないように。今、観光課長が言ったように、長期の場合は向こうの駐車場に行くように、

案内をきちっとしておいていただきたいな、そういうふうに思います。 
○議    長 

       番外  観光課長 古守君 
○番    外（観光課長） 

 ご意見も踏まえまして、駐車場の隣接に注意書きの看板等々も設置させていただいて、そ

の中で、そういった周知もしてまいりたいと考えます。 
 あと、もう１点、ホームページとか、こういったところにも設置に対しましての啓発をさ

せていただきますので、その中でも若干、その辺を触れさせていただきたいと思ってござい

ます。 
 以上です。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 
○議    長 

質疑を終結いたします。討論を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長  
討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第２７号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長  

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２７号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２６）日程第２６ 議案第２８号 白浜町下水道条例の一部を改正する条例について 

 
○議    長 

日程第２６ 議案第２８号 白浜町下水道条例の一部を改正する条例についてを議題とし

ます。 
本案に対する質疑を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第２８号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２８号は原案のとおり可決されました。 
私語をしないように。 

                                          

（２７）日程第２７ 議案第２９号 白浜町火災予防条例の一部を改正する条例について 

 
○議    長   

日程第２７ 議案第２９号 白浜町火災予防条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。 
本案に対する質疑を行います。 
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（なしの声あり） 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結します。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決します。お諮りします。 
議案第２９号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第２９号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２８）日程第２８ 議案第３０号 白浜町特定用途制限地域内における建築物等の用途の 

制限に関する条例の制定について 

 
○議    長 

日程第２８ 議案第３０号 白浜町特定用途制限地域内における建築物等の用途の制限に

関する条例の制定についてを議題とします。 
 本案に対する質疑を行います。 
       ８番  楠本君 
○８    番 

 参考資料の１１３ページをお願いいたします。この件については、何回か同僚議員からの

質問もありましたが、地元協議において、この部分についての説明会も終わっていると思う

のですが、その分について、課題点とか要望点、そういう部分についての議案提出に当たっ

て、問題点はなかったのか、その点についてお聞かせ願いたいと思います。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 地元説明会におきましても、この用途地域につきましては、皆さん、環境保全が望ましい

というご意見が大半でございました。それに伴って、これのさきに行われました準都市計画

区域の中で、いろいろと規制についてのご意見がございましたが、この用途の地域について

は、今のところは納得していただいていると考えております。 
 また、この用途につきまして、もしやっていって不便さを感じられたら、また地域の皆様

よりまとまった意見等、都市計画審議会にまた諮ることができますので、変更も可能となっ

ておりますので、よろしくお願いします。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
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○１３   番 

 こういうふうに土地に制限をかけていく場合、税金というのですか。そういうところは関

係してくるのかな。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 今回は準都市計画区域なので、税金はかかりません。都市計画税はかからないということ

です。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第３０号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第３０号は原案のとおり可決されました。 

                                          

（２９）日程第２９ 議案第３１号 平成２６年度白浜町一般会計補正予算（第９号）議定 

について 

 
○議    長 

日程第２９ 議案第３１号 平成２６年度白浜町一般会計補正予算（第９号）議定につい

てを議題とします。 
本案に対する質疑を行います。 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 議案書の１１ページをお願いいたします。農林水産費の県補助金の関係で、款が県支出金、

項、県補助金、節が林業費補助金、１３６万５，０００円の減額になっておりますが、白浜

町における間伐について、お伺いしたいと思います。間伐については、富田事務所のほうで

も鋭意、西牟婁森林組合と協議の上、されていると思うんですが、民間の地主の方々の間伐

についての進捗やとか、そういう要望に対して、やはり今後ともやっていかなければならな

い課題であると、私は認識しているのですが、白浜町にも共有財産がございますけれども。

共有財産の部分での間伐については必要がないのか。１０年間切り捨て間伐で、負担金なし

でやる事業が今も続いているわけなんですけれども、その点についての考え方をお聞かせ願

いたいと思います。 
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○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 今の間伐にかかる質問ですけれども。今、間伐について等、いろいろ西牟婁森林組合にお

いて、森林経営計画という中で、施業をしていると思うので、それについては西牟婁森林組

合が主体となって、取り組んでおります。 
 それと、今回、補助金として、１３６万５，０００円の減額というところなんですけれど

も、当初、西牟婁森林組合より平成２５年１０月の段階で要望がありました。当初で計上し

ていたのですけれども、今年度に入って地権者の同意が得られない状況になり、事業を断念

したということです。 
 この森林整備支援交付金については、事業主体が森林組合であり、目的としては翌年度ま

でに森林経営計画を策定するということでございました。補助金としてはヘクタール６，０

００円で、実施予定は２２７．５ヘクタールでございました。 
 事業が実施できなかった理由としては、要望時点では、森林所有者も計画策定に前向きだ

ったのですが、当年度に入り、計画内容の更なる説明をするうちに、計画目標の達成が厳し

く所有者として計画策定の同意ができなかったというところでございます。 
 以上です。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 わかってるんやけどよ、そういう部分では、森林施業計画の中で林業経営計画の中で、森

林組合がやっているということは存じているんですけれども、これはあくまでも地元の要望

だったり、それで地元の農林水産課を通じてやる事業でございますから、まだ民間の方でも、

やはりしてほしいと。１０年間、触れんけれども、切り捨て間伐できるんだったら、山の荒

廃を防ぐためには必要であると、こういう希望する方もおるんですよ。 
 そういう部分では、農林水産課のほうもやはり森林組合との調整、また、山主の方々との

調整をして、今言われたように、地権者の同意が得られなかったと、そういう方もあります

けれども、なおかつしてほしいという方もあるということは、農林水産課のほうでも把握し

てもらいたいと思いますし、そういう部分で、補助金の返還ということじゃなくて、いっぱ

い使えるような仕事をしていただきたいと、これは要望にとめておきますから、よろしくお

願いします。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 ちなみに、この場合、要するに補助金を返還するわけですね。そしたら、来年度からまた

とると、いただくというような場合になっての影響は及ぼさないのかということと。 
 それから、地元の方というのですか、同意を得られなかったということですから、やっぱ

りこれは受益者負担というのはかなり高額な金額が必要になるのですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
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○番    外（農林水産課長） 

 これについては補助金が、国が２分の１、県が４分の１、市町村４分の１ということでご

ざいます。そのうち、その分、町費としては予算計上してたんですけれども、申しわけあり

ません。ちょっと調べさせてほしいのですけれども。 
○議    長 

 休憩します。 
       （休憩 １３ 時 ２０ 分  再開 １３ 時 ２１ 分） 
○議    長 

 再開します。 
       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 先ほどの話ですけれども、受益者負担は補助金になるとございません。しかし、もし地元

の山林を計画通りに実施できない、同意が得られない場合については、その所有者が補助金

を返すということになります。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 農林課長、要はこれ、減額するということは施工しなかったから出てきたわけでしょう。

それには補助金がついてたわけでしょう。ほんなら、ついてたというのは、それは２６年の

今年度の補正で上がってきている話なんだけれども。２７年度でこういう事業をするときに、

改めて今回は補助金がついてあるのに戻しているわけやから、今度、くれるのか、くれんの

かということ。継続事業であってもなかっても、間伐の事業をした場合に、これ、戻すこと

によって、そういう後々に支障を来さないのかということを聞きやるわけです。 
 それと、もし、何らかの理由で地元の同意が得られなかったと、地元というか、この何と

いうのか、その対象になる林業の方に。その場合に結局、その場合について、何らかの理由

もあるでしょうけれども、その理由の中にやっぱり受益者負担というのが含まれるのかとい

うことです。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 補助金、今回、返すということになると、来年度に影響はないですかということなんです

けれども、正当な理由でもってあると思いますので、影響はないと思います。受益者負担は

ございません。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 今、聞き損じたんですけど、結局、受益者負担のようなものはないという解釈でよろしい

ですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
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○番    外（農林水産課長） 

 そうです。受益者負担はありません。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 この１４ページの農業水産業費という項目で、款で青年就農給付金というのがございます。

これ、何年前から、２～３年前からやっている国の補助金だと思うのですが、これ、年月を

切ってたように思うのですけれども。１件当たり１５０万が３件と、２２５万が１件。たし

か、あったと思うのですけれども。 
 それで、これ、今、補助金が出ているから、農家として就農できる。その間にもし、その

農業が収益に乗らない、５年間やったけれども、いっこも農家として飯食っていけないよと

いうときに、この制度が、就農支援制度が続くのか、見込みとしてですよ。同じようにやっ

ていただけるのか。それとも、それは仮に国として打ち切った場合、町としてはどういうふ

うにかかわっていくのか。そういうところを考えているのか。ということが１点と。町のか

かわりですよね。 
 それともう１点。例えば、作物について、営農指導というか、農業指導というか、こうい

ったものをつくったらどうですかというような指導をしておるのか。勝手にどうぞ、何つく

ってもらっても結構ですよと、そういうスタンスなのか、ちょっと聞かせていただきたいな

と思うのですが。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 まず、町のかかわりということなんですけれども、これについては目的として、就農前の

研修段階及び経営の不安定な就農の初期段階の青年就業者に対して、青年給付金を給付する

というものでありますので、町としては申請が上がってきた時点では、書類で経営計画等を

見ております。 
 町のかかわりというのは、それに対するまた補助金ということになるのですけれども、申

請に対する補助金という。 
 あと、農業の経営の指導なんですけれども、これについては今、私のところでは相手方が

どういう作物をつくるとかはわかるんですけれども、そこを指導するということは行っては

おりません。営農指導についてはＪＡ関係になるのかなと思うのですけれども。 
 今回、この７１２万５，０００円についてですが、これについては平成２６年１２月２７

日閣議決定の地方への好循環拡大に向けた緊急対策として、平成２７年度の事業を一部前倒

しして本年度に支給するものです。これについては補助金１００％ということになっており

ます。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 聞き方が悪かったのか知らんけど、国はいつまでもこういうふうに補助金を出してくれる

のかなということを聞きたいんです。もし、補助金を打ち切られたときに、その農家がひと
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り立ちできてたらいいんですよ。そら、それでいいんですけど、やはり、農業で飯を食って

いけないときに、じゃ、ほんなら、白浜町は何かそういった手だてを考え、もし打ち切られ

たときの話ですけど。先々の話かもしれないけれども。いつまでもこの補助金が続くものか

とは思いにくいので、その辺、町のかかわりとしてはどのように考えておるのか。そのとき

が来たら、そのときに考えようというのか。それではちょっとやけれども。何か考え、あっ

たら。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 これについては、青年の新規農業ということで、一番当初に入るときの補助の手だてとい

うことになっておりますので、長期に追跡という、最初に手助けをするというふうにとらえ

ておりますけれども、その後の面倒というのか、後の状況はというのは、ちょっと、指導と

いうのはやってないという現状であります。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 営農指導といいますか、営農申請者からいわゆる営農計画というのが出ます。それについ

て、計画書通り実行されてるか、あるいはされていないか。そういう場合の指導は行います。

これを植えなさいとか、これをつくりなさいとかいう指導は行っていませんが、その計画書

は、例えばレタスをつくるのやったらレタスが出てきますから、そのとおりやられていくか

どうかということの指導は、担当課でするということでございます。 
○議    長 

       １３番  玉置君 
○１３   番 

 失礼しました。そやけど、今、私の心配するのは、この補助金をいただいて、今はちょっ

と同僚議員にお話を聞いてんけれども、たしか、５年ぐらい、こういう時間的な余裕がある

と。しかし、５年の間にうまいこといかなんだときには、白浜町もやっぱり、それなりのこ

とを考えてやるのかということを聞きたいだけで。 
 というのは、５年過ぎてあかなんだら、また国に対して、白浜町からよろしく頼みますと

いうふうに、言うたら、上に向かってお願いをするのか。それでもあかんと言われたら、白

浜町はどうしましょうと、こういうふうに考えるのか。その辺の考え方というのだけ、ちょ

っと聞きたかったんです。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 あくまでも新規就農者でございますから、例えば、４年後にあかなんだら、今度出すとい

うことではない。ただし、こういう第一次産業にかかわることについては、今は国制度によ

るものですけれども、町としても、そういう面については考えていかなければならないと。

それは今後の検討課題ということになると思います。 
○議    長 
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       １番  溝口君 
○１    番 

 今、副町長の答弁を聞いておりましたら、新規の参入と。ほかに専業農家におきましては、

つくる田畑の反別に応じての、そういった国庫補助金も多分あったかと思うのですけれども。

私、てっきりそのことかなと思って、ご質問したかったなと思っていたんです。今、聞きま

したら、新規となってますけれども、それでしたら、新規にやる場合の作物の耕作面積とい

うか、最低、通常、我々農業従事者がいう、何反以上とか、１町以上とか、そこら辺の面積

的な基準は、そこら辺のところはどうなっているのか、すみませんけど、教えてもらえませ

んでしょうか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 花の場合は１反以上で、米の場合は３反以上という。そして、その他作物によって、変わ

ってくるということです。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 花の場合でありましたら１反と。そして、普通の米作ですか、米作でしたら３反となりま

したら、これ、あくまで対象は新規でありますか。それとも現状、水田をつくっておられて、

ご高齢者の方がもうちょっと自分ところでようつくらんから、うちとこと合わせたら３反、

４反あるから、これ、つくってもらわれへんかと。そういった場合は、丸きり関係なくして、

あくまで新規に農業をする方の、そういった対象の補助金なんですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 溝口議員、先ほど、面積による決まりということで申し上げましたけれども、面積による

決まりというのは、特にないということで訂正を申し上げます。 
 要は、農業によって収益を得る、経営をできるというふうな新規就農者を対象とする事業

であるということです。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 先ほど、玉置議員の答弁に、人数がたしか何名、何名と、そういうふうな答弁があったと

思うのですけれども。いま一度、その申請されている方の人数、そしてまた、それを今、花

の栽培で新規に、そういった形の花卉栽培をやりたいという方は何名か。あと、それ以外の

米作になるのか、あとまた米作のそういった以外の作物の栽培をしたいんやというような方

の申請が何名いらっしゃるかというのを、まずもう一度教えてもらえませんか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 
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 今ちょっと手持ちでは、どういう作物というのは持っていないんですけれども、現在、４

名の方がおられます。その４名の方は年間１５０万円ということで、あと、１世帯がおりま

す。４名の方については１５０万が年間ですけれども、その１世帯については年間２２５万

円ということであります。 
 今回、この補正を上げている分については、来年の次年度の４名の方の１５０万円で、６

００万円と、あと、２２５万円の半分ということで、１世帯に１を掛けて１１２万５，００

０円で合計７１２万５，０００円ということになっております。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 もう一度、くどいようでございますけれども、これは全く農業を経験されてらっしゃらな

い、全くの新規にそういった花卉栽培であるとか、水田耕作であるとか、あと、もしくはそ

ういった農作物をこう、そういった農業をしたいと。まるきりの新規の方の対象なんですか。

その点だけ、まず１点、お伺いします。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 新規でございます。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 それと、先ほど、そういった面積的な比率配分というのはどうかとありましたが、最初は

花ですと１反とかどうこうおっしゃいましたけど、すぐまた訂正で、そういった面積配分は

ないと、そういうふうな答弁でありました。それならば、どういうふうに、この方の補助金

の配分というのを、配分基準です。例えば、花卉栽培だったら幾ら、水稲栽培だったら幾ら、

あと、違う農作物だったら幾らと、そういうふうな形で補助金の金額を決められているので

すか。よくわかるのが大体、基準になるのだったら、これぐらいの農地面積だからこうやと

いうような決め方やったらわかるんですけれども、先ほどたしか、農地の面積には関係ない

というふうな答弁だったんですけれども、そこら辺、再度お聞きしたいのですけれども。先

ほどの答弁では配分基準はないというような、そういった答弁だったと思うのですけれども。 
○議    長 

 休憩します。 
       （休憩 １３ 時 ４０ 分  再開 １３ 時 ４３ 分） 
○議    長 

 再開します。 
       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 溝口議員のおっしゃられるような、花とか、単に稲をつくるとか、そういった縛りはない

ということで。あと、縛りになるのは、年間２５０万円以上の経営計画を立てなければなら

ないと。２５０万円は収益が上がるような稲をつくって、稲やったら、そういう収益が上が
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るのやったら、何反以上というのは大体わかるかな、それで、花やったら、総収入って何反

で上がるかなということで、それでいろいろ書いてもらって、２５０万以上の収益が上がる

ような計画を立ててもらうと。それで、県で承認してもらったらいけますということで、こ

れについては、承認いただければ５年間の経営計画を出すんですけれども、５年後には農家

は自立できるように努力しているということで、計画が順調に履行されているかは指導する

ということで、補助金は打ち切られないということです。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 今１点、ご確認しました。そうしましたら、経営計画を出していただいた中で、今、所長

は収益とおっしゃいましたけど、収益ではなくて、総売り上げというのか、そういうふうな

形ですね。収益２５０万円といったら大変なんですけれども、総売り上げというか、そうい

ったことですね、収益ではなくして。どうなんですか。純利益かどうかということなんです

けど。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 所得ということです。 
○議    長 

休憩します。 
       （休憩 １３ 時 ４６ 分  再開 １３ 時 ４７ 分） 
○議    長 

 再開します。 
       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 これについては、２５０万の計画というのは、５年後に２５０万円以上の計画を出してく

ださいということです。だから今、２５０万所得がある人では当然ありません。５年後には

２５０万以上の計画を出してくださいという。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 といいましたら、最初のスタートの時点では、５年後に２５０万円の総売り上げというか、

作物の今、所長が収益と申しましたけど、私、会計は詳しくないものでわからんのですけれ

ども。収益と言いましたら、普通、売り上げに対して、いろんな必要経費を引いた分だと私

は解釈したんですけど、じゃなしに、総売り上げのことをおっしゃっているのか。 
 それともう１点、５年後に２５０万円以上という計画表を出しというのは、５年後でしょ

う。５年後に２５０万円いくまで、例えば、４年後で出しておいても、その間は、こういっ

た補助金が出るわけでしょう。そういった形の農業支援については、こんな形で新規参入の

こういった青年の方が取り組んでいただけるというのは、まことにありがたい、そんな制度

でありますけれども、一歩間違えれば、解釈を間違えればばらまき補助金みたいな形にもな
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るわけです。 
 それでしたら、まだ専業で頑張ってらっしゃるそういった農家の方も、ほかにもたくさん

いらっしゃいますので、これは国の制度でありますけれども。そこら辺の現状をいま一度、

町としても精査をして、同じこのことに取り組むのであれば、もう少し発展性のあるような

形で取り組んでいただけたらなと思うのですけれども。いま一度、ちょっとそこら辺の、今

の所長の説明で、私、まだ理解できない点があるのですけれども。 
 ５年後に２５０万円以上の総売り上げというのか、作物売り上げの計画書を出していただ

いた方に補助金を出すと。そしたら、３年目でも、やっぱりやめても、３年間の、これは毎

年毎年もらえる補助金だというふうに思うわけですけれども、その方が、例えば、２年目で

１５０万、１５０万、計３００万もらって、そういった農業に取り組んだと。しかし、やっ

ぱりとても、これ以上やっていても、これはようせんなと。しかし、計画では５年後に２５

０万以上の計画書を提出して、補助金をもらうわけですから、そしたら、そういった途中で

やめた場合において、補助金の返還義務とか、そんなのも言いましたら、もらいっぱなしの、

そういったたぐいの補助金になるわけですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 先ほどの収益ということなんですけれども、売り上げ引くことの必要経費ということで、

所得ということです。それと、途中でやめたら補助金返還ということなんですけれども、途

中でやめても補助金の返還ということはありません。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 私も専業農家で、一応、職業欄には農業と、選挙の際には職業欄にはそういった形で書か

せていただいております。私の農業といいましても、私のところは米作農家でありますけれ

ども、年１回の。 
 今、所長がおっしゃいましたように、必要経費を除いた純然たる収益というような形で、

私の観念から言いましたら、２５０万円の収益を残すことを思いましたら、かなりの面積が

要って、取り組んでいただくのが大変、農業普及において、高齢化を迎えて耕作放棄地がふ

えていく中で、ありがたい話ではあるのですけれども、あまりにもハードルが高過ぎて、こ

の制度が私は続くとは思えないと。総売り上げの２５０万だったら、わかるんですよ。売上

高の。今、所長、おっしゃったように収益２５０万といいましたら、かなりの売り上げをし

ていかないと、なかなか昨今の白浜町を取り巻く、そういった農業において、収益性はなか

なか難しいと。そこら辺の検証をして、新規参入の方には上から冷や水ではないですけど、

現状、今の農業収益、今のここら辺の小規模農家の実態を、やはり、そこら辺はご説明をち

ゃんとして、それぐらいの覚悟があるのかないのかと、そういった行政的な指導というのか、

そういったアドバイス、やっぱりそれはされるべきではないんですか。 
 ただ、計画書が上がってきて、５年後の２５０万円以上の計画書を提出してくださいと。

それだったら、これだけの補助金が出ますと。それはそれで取り組んでいただくのは、同じ

農業に少しでも携わっている人間としたら、そういった青年の方がふえるというのは、本当
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に心強い限りではあるのですけれども、余りにも計画がずさん過ぎるのではないかなと、そ

のような懸念をするのですけれども、今後、農林課において、そこら辺の青年に対して、あ

くまで新規とおっしゃいましたので。ですから、今のここらの収益性の計画はわかりますけ

れども、やっぱり指導というのか、現実はもう少し、そういった方々にはヒアリングという

のか、行政的にはアドバイスはすべきではないかと思うのですけれども、その点については

どうですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 私も、農業の関係については、お米をつくっている関係もあるのですけれども、お米につ

いては、収益というのは上がらないと。それで、今回もこの申請に上がってくるのは、やっ

ぱりハウスをつくって、ハウスの中で花を栽培するとか、そういうことで収益を上げていく

という方が多いです。 
○議    長 

       １番  溝口君 
○１    番 

 すみません、何度も。いずれにしましても、こういうふうな形で、青年層の若い方が、そ

ういった形でこういった農業に携わって何とか頑張って、一本立ちをやっていくと。それで

うまく行けばいいと。うまく行けばと思うわけであります。 
 今の所長のお答えでは、主にハウス栽培のほうが収益性が高いから、現状では、そういっ

た形の申請の方が多いのでしょう。ですから、今後、これがもしうまく、そういった方がい

くようでありましたら、これから高齢化を迎えてそういった耕作放棄地であるとか、いろん

なそういった田畑のご紹介とか、当然、同じ農業をやっていましたら、同じまた、農業者の

そういった方々との交流で、ここの方が、ようつくらんから、どうやとか、そんな話も多分、

その方々には入るかと思いますけれども。行政は行政として、やはり、今の白浜町の耕作放

棄地であるとか、将来的にも高齢化を迎える中で、調査をして、そろそろこの付近のこうい

ったところの、面積的に耕作放棄地がふえてきそうと、そんな情報をいち早くやはり行政と

してつかんで、こういった形で頑張って、最後まで頑張るような、こういった青年に、そん

な情報も随時提供ができるような、そういった体制を組んでいただいて、少しでも農業の推

進に役立つような、そんな生の情報を伝えていっていただきたいなと、そのように提言をし

て、終了したいと思います。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 もう１回確認したいのですけれども、一応、これ、新規ということですよね。新規という

ことの中で、先ほどの補助金の補助額の金額からしたら、１５０万、年間あるという格好の

答弁だったと思うんですけれども。それは始めたとき１回きりなんですか。それともあと、

毎年、何年か、５年計画の中で、５年目に２５０万ほどの所得を上げるということになるん

だったら、この年１５０万の補助金というのが２年、３年ともらっていけるのか、いけない

のかということについてはどうなんでしょうか。 
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○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 これ、５年間補助金はいただけるということです。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 そしたら、今回上がっている７１２万５，０００円の金額の中で、４名の方が１５０万で

すかということは新規にするからと言ったら、今後、この方らについては、ずっとこういう

形で、今、この１世帯の分も含めて７１５万、最低でも７１５万というのは、今後５年間は

こういう形で予算計上されてくるというふうに解釈したらよろしいわけですね。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 ５年間に限り、毎年こういうこと、補助金がおりてくるということです。 
○議    長 

       １２番  南君 
○１２   番 

 ちょっと２点、お聞きします。 
 まず、５ページの継続費なんですけど、白浜第一小学校。総額で１４億５，９３３万４，

０００円と出ていますけれども、この総額というのは、耐震診断とか基本設計、あるいはま

た、施工の監督というんですか、解体とかプレハブともろもろありますけど、そういうのを

全部含めての金額なんでしょうか。 
 それともう１点、次のページなんですけど、６ページの観光に、テニスコートの駐車場整

備事業、繰越明許費ですけれども。例えば、この若もの広場のとこから、玉突きでいろいろ

中学校のフェンスであったり、あるいは田野井のほうへ若もの広場をまたつくるとか、いろ

いろありそうなんですけれども。一応、若もの広場をどけて、これですべてテニスコート関

係は、ほかには計画はないですね。これですべて終わりですね。その２点、ちょっとお聞き

します。 
○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 この１４億５，９３３万４，０００円の中には、設計の分、設計はあくまでも平成２５年

度で行っておりますので、設計は含まれてございません。それ以外の本体の工事費、屋内運

動場の耐震改修費、それから電気・機械の施設整備費、そういうもろもろを含めた金額がこ

の金額ということになってございます。 
○議    長 

       番外  日置川事務所長 青山君 
○番    外（日置川事務所長） 

 このテニスコート関連で駐車場は最後かということで、大きな事業については、この事業
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で、一応、テニスコートの関連ということになります。ただし、テニスコートは新たにつく

りまして、今、しているわけなんですけど、その中で、防砂ネット等、いろいろテニス関係

からも要望等がありまして、その辺の修繕等については、多少、出てくる予定にしておりま

す。 
○議    長 

       １２番  南君 
○１２   番 

 小学校のことなんですけど、そしたら、２５年度というのか、とにかくこの小学校に関し

ては、以前、２５年度も含めて、総額どのぐらいになっているのですか、プラスこれに。わ

かりにくいですか。結局、何でもそうですけど、１つのことに対して、普通総額と言ったら、

やっぱり何もかも全部含めてくるでしょう。どうも役所の言葉というのですか、総額と言っ

たって、これ別や、あれ別やとよく出てきますので。 
 たしかに年度では、この３年度ではこの総額になってきますけれども、それ以外のことも

聞いているんです。 
○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 この第２表の継続費につきましては、あくまでも３カ年の総額というとらえ方でお願いし

たいと考えております。２５年の設計につきましては、ちょっと申しわけないのですが、今、

手元には。 
○議    長 

       １２番  南君 
○１２   番 

 結局、この３カ年の継続の総額ということで、理解しといたらいいということなんですね。 
○議    長 

       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 そのとおりでございます。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 １６ページの項で、農林水産業の災害復旧の中の漁港施設災害復旧工事。これが現年度補

助金補助の災害ですか。これ、８００万ほど、繰り越しされるとあると思うのです。この災

害復旧のこの工事の内容は、湯崎の浮き桟橋のことですか。その辺、ちょっとお聞きしたい。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 この湯崎漁港災害復旧に８３５万５，０００円については、主に湯崎地区、突堤災害復旧

工事ということの消波ブロック、今、１２トンの防波堤のほうになります。それの入札の差

金ということで、差額ということで、減額ということです。 
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○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 入札の差額ということは、災害の復旧工事は３月末ですべて終わっているんですか、終わ

るのですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 これについては、ちょっと３月末というのは困難な状況であります。繰り越しをお願いし

たいところです。 
 ６ページなんですけれども、１１番で災害復旧、農林水産業施設災害復旧補助災害という

ことで、２，４７１万１，０００円、ここへ入れてございます。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 繰越明許で２，４００万が入っています。そして、差額で８００万、入ってますね。これ、

工事はまだ終わってないと。年度末に終わらせられないと。ということは、私、１２月にも

質問もさせていただきましたけれども、これ、欠陥工事。これは補助がおりたら一緒にさせ

てもらいますという話でお聞きしてますね。その中で、そうすることによって、この災害復

旧と、これが延びているということは、欠陥工事の工事も延びるということですね。 
 これはいつから始まって、いつで終わらすつもりですか。それをお聞きしたいです。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 浮き桟橋につきましては、１月２６日に契約したところですけれども、材料等の関係で今

現在、部材等の工場製作を行っておるところでございます。４月末まで部材等でかかる予定

で、５月には部材の補修と杭の補修等で、５月末には災害復旧完成する予定ですので、それ

までに完成したいと思っております。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 最初、私、お聞きしたのが、年度末までに災害復旧と、欠陥工事は終わるということでお

聞きしてたんです。その後、ちょっと業者のほうから、材料関係か、職員の対応ができなか

ったのか、その事情はわかりませんけれども、４月にさせてくれと。４月いっぱいまでとい

う返事をお聞きしているのです。 
 そんな中で４月となれば、あの浮き桟橋、あれ、観光と関係するんです。ダイビングをや

ってるんです。内側のほうの桟橋は使ってるんです。そこへもってきて、あの大々的な工事。

これ、欠陥工事は大きくなりますね、あれ。あの桟橋は使えないようになりますよ。 
 だから、そんな関係で、ゴールデンウィークも重なる。この白浜の一番稼ぎ時に、あの工

事が可能かなということで、私、お聞きしてるんですけれども、その辺の返事はまだいただ
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いてないし、その辺の工事業者との打ち合わせはどういうふうになっているんですか。お聞

かせください。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 今のところ、まだ私としては、まだ業者とは打ち合わせとかはちょっとできておりません。

５月末までを完成に考えておるところでございます。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 そういう答弁をいただくと、これ、去年の４月からもう丸１年。５月の末となれば１年超

すんです。これ、指摘させてもらって、業者ともすぐ対応できる課題なんですよ。本来なら、

去年度中にでもできるんですよ、業者を呼び出して。それがなぜ、これ１年、また１年過ぎ

てから口頭でしか、こういう返事ができない。 
 これ、工事といったら、やっぱり計画されて、工程表をつくって、いつから始まって、い

ついつには完了します。最終的には検査を受けますと、これも再三再四、私、言ってるんで

すけれども、これが当たり前なんです。 
 それが今の所長のご答弁では、そんな言葉だけで信用せよと言われたところで、これ、町

民感情としては、納得できないんですよ。だから、きちっとした計画を出してくださいよ。

そうでなかったら、これ、業者と打ち合わせできていないという、今、返事ですけれども、

いまだに業者と打ち合わせできてないというのは、私、信じられないんですよ。 
 そしたら、３月のときに、３月末で終わりますという返事は何で来たのかなと。何の裏づ

けもなしに、３月末にやりますよと、私に返事いただいたのか。そしてまた、改めてまた、

これ、４月いっぱい。そしてまた、きょうは５月いっぱいという。聞くたびに１カ月ずつ延

びているんです、これ。 
 こんな答弁で行政側はずっとやるんですか。町民としては納得いかないですね、これ。本

当にまじめに業者と打ち合わせしているんですか。それとも業者はそっぽ向いているんです

か。そっぽ向いてるから、よう対応しないんですか。その辺、ちょっときちっと答弁しても

らわなんだら困る。１年以上待ってるんよ。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 当初、災害入札時には、施工する段階においては、船が入ってくるというふうに思ってお

りましたが、今また業者が、部材の製作に時間がかかるということで、実際に現場に入って

いないような状態の中で、話というのは進めるということはちょっとできていなかって、入

る前に、当然、打ち合わせとかその辺したいなということで、入る前のちょっとできてなか

ったということでございます。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 
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 今、所長の答弁、お聞きしているけど、その部材。災害復旧の部材、これ、浮き桟橋の接

続部分ですね、これ。浮き桟橋そっくり用意するんじゃないですよ。あの既成のまま、あれ、

つなぐんでしょう。 
 そして、あれ、欠陥工事については、部材、そんな大層な部材要りませんよ。ステンレス

のボルトでいいですよ。ステンレスのかましの台があったらいいんですよ。その材料は入り

ませんとかいう答弁を今されると、おたくの答弁、全然真実味がない。信用できない。まさ

に業者と打ち合わせできてない。できてないでしょう、それ。できてないから、そういう答

弁になるんでしょう。何とも、心が痛んでくるんよ、これ。しょっちゅうこないして言わん

ならん、これ。１年間、こればっかり言うてたわけです。何とかならんかな。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 担当課長は、業者との打ち合わせができていないというふうな答弁申し上げましたけれど

も、担当の技術職員は業者との打ち合わせはしているというふうに考えてございます。とい

うのは、今、所長、申し上げましたとおり、工程で完成が５月３０日ということを答弁いた

しましたから、そういう意味では担当技術者は業者との打ち合わせはできているというふう

に、再度確認いたしますけれども、そういうふうになっていると思います。 
○議    長 

       １２番  南君 
○１２   番 

 古久保議員が先ほどから欠陥工事、欠陥工事と言っておられますし、１２月の議会広報に

も古久保議員の発言が載っていました。そのときも欠陥工事が明らかになったとか、もろも

ろ載っていましたけど、それに対して、町はひとつも欠陥工事を認めているのか、認めてい

ないのか、そういうのはひとつも出てきてないんです。 
 それで、今回も、災害復旧工事なのか、欠陥工事を直すなのか、それもひとつも言及され

ておりません。欠陥工事であれば、当然、向こうが、業者のほうの責任になってきますし、

その点、どうでしょうか。 
○議    長 

       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 古久保議員さんから欠陥工事というふうなご発言があるんですけれども、この前にもご答

弁させていただいたとおり、災害復旧工事と一緒にやるということで、業者がいわゆるステ

ンのをつけていなかったということが、業者責任であるというふうなことを認めましたので、

それは業者が自費でこれはするというふうなお話にはなってございます。これは前にご答弁

させていただいたとおりでございます。 
 ただ、それが欠陥工事というふうな表現に当たるのかどうかというのは、ボルトの素材を

間違えたというのですか、アルミ製の、ステンレス製のものにしなかったということだけで

ございますので、それが欠陥工事に当たるのかどうかというところは、ちょっと町としても、

それを欠陥工事であるというふうに認めるというのも、ちょっと難しいところがあるのかな

というふうに判断しますが。 
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○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 今初めて、副町長、欠陥工事でないと。そういう意味ですね。私、２回質問したときには、

そういう答えは出なかったですね。あれ、欠陥以外に何ですか。一部、あの湯崎の漁港の中

で、あの桟橋のところで一部ステンレスを使って、きちっと仕事をしている場所があるんで

すよ、同じ場所で。一部以上のものが鉄を使って、鉄のボルトを使って、鉄の板を使って、

さびが垂れてきている。これを欠陥と言わなんだら、どない言うんですか。欠陥じゃないん

ですか、これ。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 あそこの工事につきましては、２回に分かれて工事がされていると思います。一度目の最

初の工事につきましては、たしかボルトは鉄のままでさびが出ていると思います。片方はス

テンでされてたと。それで、最初のほうは、仕様書にステンとうたってなかったという部分

を、ちょっと聞いたことがあります。その中で業者が鉄のボルトでやったと。それでああい

う状態が起きたので、２回目につきましてはあかんぞと、すぐ仕様書の中でステンのボルト

ということで、ステンのボルトにかえておったと。私、直接やってませんけど、そういうふ

うにお聞きしております。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 建設課長、その話もきょう初めて聞いたな。だから、最初の工事、２回やったという工事、

今、私初めて聞いたんやけれども。それは前回、聞き過ごしたかもわかりません。過ごした

のやったらごめんなさいやけど。そのときに、私は聞いたときに答弁してもらわなかった。

今みたいな答弁を。それは農林課とも、最初に見つけたときには農林課とも県の職員さんも

来られて、仕様書があって、仕様書に基づいてやられたのですかという形、私、打ち合わせ

しましたね。そのときに、具体的な仕様書が出てこなんだ。だから言っているんですよ。 
 だから、最初からそういう流れであれば、私も言いません。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 議員ご質問したときには、僕も確定してそういうのをちょっと調べてなかったもので、そ

れで後で現場も見、今やっとわかったというのもあるんです。そこで担当課と、これ、違う

やないか、これ、おかしいなという話はしてないので。僕はいろいろ現場を見た感じの中で、

そんな感じがすると言ったらおかしいのですけど。 
 最初、その後、担当にも聞いたんですけど、仕様書に確かにステンとはうたってなかった

と思います。それで、２回目のやつはステンでうたわなあかんというようなことも。ちょっ

と昔の、ちょっと前のことなので、はっきりした記憶がなかったので、自信がなかったので、

答弁できなかったのです。 
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○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 これ、一応、大きなお金を投資して、ああいうもの使ってつくっているんです。これ、再

三言うてるように、町民の財産です。将来に残る財産なんです。だから、言っているんです。

だから、最初の基本的なところ、農林水産課と設計の方と県の方と呼んで、どうなっている

んだ。現場も行って、これはどうやということを突き詰めて、具体的な今の答えみたいなこ

とが出てこなかった。 
 最初はこの仕様書でいきましたから、これは仕方ないんです。これは県の責任で何とか直

させますよというのであれば、納得いきますよ。ほんで、後のほうの、２回目の仕様書でこ

ういうきちっとした工事ができているんですという説明してくれれば納得しますよ。そうじ

ゃなかったんですよ。農林課のほうも、その辺はようわかっていると思いますよ。 
 だから、役場で図面を全部ひっくり出して、私、見させてもらいました。具体的な仕様書

がないんです。特記仕様もないんです。その中で一部、図面の中に部分的にボルトの指示し

ているところ、これ、サス何ぼというふうな形で書いている。それはありました、部分的に。

だけど、きちっとした仕様書はなかった。だから聞いてる。 
 だから、あれは２回に分けてというのは、私は今、きょう初めて聞いたから、そしたら仕

方ないなと思うよ。だから、その辺、後から、これ、何回か質問してから出てきたら、何か

私、ごまかされているのかなと思う。また言葉が悪いと怒られるか知らんけれども。何かそ

ういう繕いだけで返事されると、今まで私、一般質問でもあれだけ必死になって聞いたんで

すよ。そのときに具体的に農林課のほうも答えてもらってない。副町長が今になってそんな

ことを言われた。この場でそういうことを言われる。ほんなら、私が聞いたことはまるでち

んぷんかんぷんのことを聞いたのかな、この議会で、議場で。ああいう答弁されたら、私、

困るな。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 私も最終、最近、終わってから大体、ちょっと見て気づいたことなので、その時点では確

信もありませんし、その細かい仕様書から工事の設計にも入ってませんので、そのときはち

ょっと自信がなかったもので言えなかったので、申しわけございませんでした。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 最後ですけれども、これ、補正予算ですけど。その辺、工事、工程表。これはやっぱりき

ちっと示してもらわなんだら。私だけやないですよ。これ、議会へ出してもらいたいです、

きちっと。欠陥工事として認めないんやったら、認めない理由をきちっと書いてくださいよ。

これ、一遍、この議事録あけて、私が副町長のあの答弁は気に入らんから、一遍、きちっと

精査させてもらいたい。後でも話させてもらいたい。欠陥工事やないという形で、あなた、

認めてんからな。 
○議    長 
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       番外  副町長 林君 
○番    外（副 町 長） 

 欠陥工事はないと断言はしておりません。その辺はご理解いただきたいと思います。 
○議    長 

       １１番  古久保君 
○１１   番 

 私はそうとらえたので、後、議事録によって判断させてもらいます。 
○議    長 

 このことについては、やはり、計画書をきちっと上げて、また、議会にも上げていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 
       ２番  三倉君 
○２    番 

 思うのですけれども、今、農林課長から答弁いただいているわけですよね。それで、あと、

古久保議員からは、一応、計画書なるものの提出を求めているわけですよね。その提出につ

いて、返事をもらっていないんですけども、その辺、どうなのかということ。 
 それから、少し余談なことになるかもわかりませんけれども、農林課長は今年度で退職さ

れるわけですよね。そういうように仄聞しているわけなんですけれども。だから、自分がそ

こでおろうとしても、定年制というのがありまして、それからすれば、農林課長はあと２０

日ないぐらいの在職期間になるわけです。そういうような形の中で、今回この明許繰越で上

がっていて、そういうふうな事業を進めて行く中で、やっぱり事務の引き継ぎなり、その辺

をきちっとしてもらいたいなというのも１つ思うわけでありますけれども、その辺、いかが

ですか。 
○議    長 

       番外  農林水産課長 瀬見君 
○番    外（農林水産課長） 

 三倉議員、おっしゃられるとおり、３月末で退職をするので、事務の引き継ぎはしっかり

していきます。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 それで、今、古久保議員の質問をとったような形で申しわけないんですけど、やっぱり計

画書なり、そういう形のものというのは、お示しいただけるわけですね。 
○議    長 

 先ほど言いましたように、議会に提出をしていただきたいと要望しておりますので、その

点、よろしくお願いします。 
       ８番  楠本君 
○８    番 

 議案書の１３ページ、一番初めの款、総務費、総務管理費のふるさと応援基金積立金６５

０万ですが、この部分について、地方紙においても近隣のふるさとの産品についてのことが、

論評されておりました。白浜町においては、クエやとか伊勢エビとか、そういう部分につい



 

 60

ては、かなりはけているというような論評を聞いたのですけれども、あと、このふるさとの

応援基金については、例年の見通し、だんだんふえてきているのか、それと、今後、何かク

エ、伊勢エビのほかに、何か考えているのか。その点について、お聞かせ願いたい。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 ふるさと白浜応援寄附金なんですが、２月末現在で９６４万３，０００円入ってございま

す。２５年度の決算でいいますと、給付額は２６４万でしたので、３倍強寄附金はふえてご

ざいます。 
 それと、お礼に送っている産物なんですが、伊勢エビ、それからクエのセットが大変人気

でしたけれども、やっぱり数量に限定がございましたので、そのほかの地ビールであるとか、

宿泊助成券であるとか、そういう希望もございます。 
 来年度に向けては、２６年度の希望の結果を見て、また新たな産品ということで、町内い

ろいろ見てみまして、追加というか入れかえというか、やっていきたいと考えております。 
 以上です。 
○議    長 

       ８番  楠本君 
○８    番 

 ３倍強になってきたということで、大変ありがたいなというふうに思いますし、ふるさと

を思う出身者の皆さん方に感謝申し上げようと思うわけなんですが、伊勢エビ、またクエと

いう分と、地ビール、宿泊券もあるんやけれども、こういう部分についての意向調査という

のですか。そこらについては、今後検討していくんだろうと思いますけれども、いかがなん

でしょうか。 
○議    長 

       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 意向調査、寄附金の申し出をいただいたときに、メニューを表示しまして、どの商品希望

というところに丸をしていただいて、その商品を送っていっておりますので、そのデータが

意向調査の結果になると思います。 
 その結果を見まして、先ほど言いましたように商品の入れかえであるとか、新しい産品と

いうのをその中へ入れていきたいと考えております。 
○議    長 

       ７番  水上君 
○７    番 

 関連です。９６４万３，０００円。これ、ふるさと産品のお礼が功を奏したというか、そ

ういうことになるのかな。３倍にもなるという、分析はどうなっているのかなと思います。 
 それから、件数はどのぐらいの件数があって、それから、この応援基金については、寄附

金については、その運用の当初、どういう施策に使いたいというものがあればということを

お尋ねしてきたかと思うのですけれども、今はどうなっているのでしょう、運用について。 
○議    長 
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       番外  総務課長 田井君 
○番    外（総務課長） 

 ２５年度に比べて、寄附金の金額がふえましたのは、やはり、お礼の産品ということの影

響が大きいと思います。 
 それと、件数なんですが、２６年度この２月末現在で９６４万３，０００円と申しました

けれども、件数は３０６件でございます。それと、いただいた寄附金は現在のところ基金に

積んで、ほかの基金と同様に運用をやっております。 
○議    長 

       ２番  三倉君 
○２    番 

 １５ページです。土木費の中で、急傾斜地崩壊対策費、これが２１５万、県費の補助金で

上がっているのですけれども、これはその場所はどこなのかということと、それからまだま

だこういうふうな急傾斜の対策地があるのかということと、それから、この予算の計上の中

で、一般財源で２２５万上がっていて、その他の財源でマイナスの１０万と上がっている。

こういう方法をとっている理由についてと、お尋ねしたいと。 
○議    長 

       番外  建設課長 笠中君 
○番    外（建設課長） 

 これは以前にも全員協議会で説明させていただきました。バラードの堅田高山地区災害緊

急がけ崩れ対策工事として、県工事で実施していただいております。これは昔でいう特別急

傾斜と災害を併合した事業でございます。その中で、災害が起こったものを改修すると、保

護する、直していくという事業であります。その負担金として、２１５万を予定しておりま

す。 
 そして、このマイナスの分につきましては、これ、当初、全体の急傾斜事業、日置の上露、

そして笠甫の予定をしておりました。しかし、笠甫のこの急傾斜に新たな事業として、笠甫

の急傾斜は津波避難階段設置という新規モデルを、県でやっていただきました。要するに、

そこの急傾斜には住民の方が避難する階段は、地元負担金をいただいて設置しております。

その中で、国道を利用されている方、もし、車をそこにとめて逃げなあかんときに、そこの

国道の横に急傾斜に上れる階段をモデルとして実施して。それにつきまして、当初、うちの

ほうでも地元負担金ということで上げていたんですけど、やっぱり、利用されている方が国

道利用者だということで、その負担金は地元なしということでさせていただいたところでご

ざいます。 
○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
質疑を終結いたします。討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決します。お諮りします。 
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  議案第３１号は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
異議なしと認めます。 
したがって、議案第３１号は原案のとおり可決されました。 
暫時休憩します。 
      （休憩 １４ 時 ３４ 分  再開 １５ 時 ３４ 分） 

○議    長 
 再開します。 
 先ほどの議案第３１号 平成２６年度白浜町一般会計補正予算（第９号）議定についての

南議員の質疑に対して、教育次長から答弁がありますので、これを許可します。 
       番外  教育次長 寺脇君 
○番    外（教育次長） 

 申しわけございません。ご質問をいただいておりました白浜第一小学校建設事業の総額で

ございます。 
 まず、当初予定しておりました校舎耐震改修工事を改築に変更したことによる設計委託料、

これ、出来高でお支払いしておりますが、これが４２６万６，１５０円。それから、耐力度

調査委託料といたしまして３６７万５，０００円。それから、地質調査委託料、ボーリング

調査でございますが、これが２７３万７，３５０円。それから、校舎、新たな改築に係る設

計委託料が２，２６８万円。それから、建築確認の申請手数料としまして１４万６，０００

円。これらの合計が３，３５０万４，５００円。先ほどの２６から２８年度の継続費総額と

合わせまして、１４億９，２８３万８，５００円となります。 
 以上でございます。 
○議    長 

資料の配付をお願いします。 
（資料配付） 

○議    長 
事務局長から諸報告を行います。 

       番外  事務局長 泉君 

○番    外（事務局長） 

議会運営委員会でご協議いただきましたことをご報告し、ご了承をお願いします。 
当局より追加議案として、議案第４７号から議案第５０号が提出されました。 
これらの案件につきましては、日程に追加して審議をお願いすることになりましたので、

ご了承をお願いします。 
○議    長 

諸報告が終わりました。 
ご了承のほどお願いいたします。 
ただいま当局より追加議案として、議案第４７号から議案第５０号の４件が提出されまし

た。 
これらを日程に追加して、追加日程として日程の順序を変更し、直ちに議題にしたいと思
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いますが、ご異議ございませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 
異議なしと認めます。 
したがって、議案第４７号から議案第５０号の４件は日程に追加し、直ちに議題にするこ

とにいたします。 
                                          

（３０）追加日程第３３ 議案第４７号 白浜町教育委員会委員の任命について 

追加日程第３４ 議案第４８号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

               て 

追加日程第３５ 議案第４９号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

               て 

追加日程第３６ 議案第５０号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任につい 

               て 

         

○議    長 

追加日程第３３ 議案第４７号 白浜町教育委員会委員の任命についてから追加日程第３

６ 議案第５０号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任についてまでの４件を、一括

議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 

番外  町長 井澗君（登壇） 
○番    外（町  長） 

 本日、新たにご審議をお願いいたします議案第４７号の提案理由につきまして、ご説明を

申し上げます。 
議案書に基づき、説明した。 

 尾﨑氏の任命につきまして、ご同意いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 
 ご審議をお願いいたします議案第４８号から議案第５０号までの提案理由につきまして、

ご説明を申し上げます。 
議案書に基づき説明した。 

 日高氏、堅田氏、三角氏の選任につきまして、ご同意いただきますよう、どうぞよろしく

お願いいたします。 
 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
○議    長 

追加日程第３３ 議案第４７号 白浜町教育委員会委員の任命について、質疑を行います。 
（なしの声あり） 

○議    長 

質疑を閉じることにご異議ございませんか。 
（異議なしの声あり） 

○議    長 

質疑を終結します。討論を行います。 
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（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結します。採決します。お諮りします。 
議案第４７号は原案のとおり同意することに異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第４７号は原案のとおり同意することに決定しました。 
追加日程第３４ 議案第４８号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について、追

加日程第３５ 議案第４９号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について、追加日

程第３６ 議案第５０号 白浜町固定資産評価審査委員会委員の選任について、以上３件に

対する質疑を一括して行います。 
（なしの声あり） 

○議    長 

質疑を閉じることにご異議ありませんか。 
（異議なしの声あり）  

○議    長 

質疑を終結いたします。 
議案第４８号について討論を行います。 

（なしの声あり）  
○議    長 

討論を終結します。採決いたします。お諮りします。 
議案第４８号は原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

（異議なしの声あり  
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第４８号は原案のとおり同意することに決定しました。 
議案第４９号について討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
議案第４９号は原案のとおり同意することに異議ありませんか。 

（異議なしの声あり）  
○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第４９号は原案のとおり同意することに決定しました。 
議案第５０号について討論を行います。 

（なしの声あり） 
○議    長 

討論を終結いたします。採決いたします。お諮りします。 
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議案第５０号は原案のとおり同意することに異議ありませんか。 
（異議なしの声あり）  

○議    長 

異議なしと認めます。 
したがって、議案第５０号は原案のとおり同意することに決定しました。 
審議の途中ですが、本日はこれをもって延会し、次回は３月２０日金曜日定刻１０時に開

会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議    長   

異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれをもって延会します。 

次回は３月２０日金曜日、定刻１０時に開会いたします。 

 なお、３月１６日月曜日から、予算審査特別委員会が予定をされていますので、よろしく

お願いいたします。また、予算審査特別委員会の開会時間は、午前９時３０分からとなって

いますので、お間違えのないようお願いいたします。 

 本日は大変、ご苦労さまでした。  

 
議長 岡谷 裕計は、 １５ 時 ４６ 分 延会を宣した。 
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